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今週のキーワード

AIインフラ変革
電力・冷却、半導体PKG、エージェントが焦点

32
件

記事総数

6
カ国

対象国数

1.3億
個

AIアクセラレータ

53
%

液冷普及率

今週の全32記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 VLMランキング 技術比較
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Gemini 3 ProがVLMで高評価、オープンモデルも実用
性向上。用途に応じたモデル選択が重要。

#02 EU AI法 透明性義務 市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
EU AI法透明性義務が発効。AI生成コンテンツ識別義
務化で、違反企業は高額罰金リスク。

#03 AIコーディングBM 技術比較
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
AIコーディングエージェント評価の最新ベンチマーク
発表。実環境での問題解決能力が焦点。

#04 Copilot Studio自動化 製品紹介
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Copilot Studioがマルチエージェントで年間5万件超の
サービスリクエストを自動化。業務効率を劇的に改善
。

#05 AIエージェントガイド 解説記事
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
AIエージェントの自律的意思決定とツール連携による
ワークフロー自動化ガイドが公開。

#06 米国AI安全性審査 市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
米国政府、フロンティアAIモデルの安全性事前審査枠
組みを合意。国家安全保障リスクを評価。

#07 B2B購買AI化 市場概観
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
AIエージェントがB2B購買の初期段階を代替。ベンダ
ーは機械向けデータ構造への対応が急務。

#08 Claude Mythos 5 技術比較
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
Claude Mythos 5が推論AIモデルで最高スコア。連鎖
思考推論の重要性が強調される。

#09 SAP AIエージェント 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
SAPが自律型AIエージェントを企業ワークフローに導
入。2026年までに40%のアプリに搭載予定。

#10 Anthropic買収検討 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
AnthropicがAIチップ効率化のDecart
AI買収を検討。演算基盤強化で需要急増に対応。

#11 EU AI Act主要規則 市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
EU AI Actの主要規則が適用開始。高リスクAIシステ
ムに厳格な要件を課す。

#12 Network Bio資金調達 新製品
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
Network Bioが5000万ドル調達し、疾患特異的AIモ
デル開発に着手。創薬・個別化医療を加速。

#13 DC電力需要変革 市場概観
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
AIワークロードでデータセンター電力需要が2030年
までに倍増予測。液冷・大規模変電所が必須に。

#14 製造業AIガバナンス 市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
EU AI Actで製造業にAIガバナンス義務化。違反には
世界年間売上高の最大7%の罰金。

#16 AI半導体PKG移行 技術比較
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
AI半導体競争が先進パッケージングへ移行。TSMC
CoWoSがリードし、今後5年で1.3億個出荷予定。

#17 エージェント型AI 解説記事
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
エージェント型AIが企業ワークフローに台頭。自律的
推論と多段階アクション実行で業務変革を加速。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#18 DC電力・冷却投資 市場概観
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
AIデータセンター需要急増で電力・冷却インフラ投資
が加速。液冷市場は2035年までに232.3億ドルへ。

#19 液冷AIインフラ席巻 市場概観
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
液冷がAIインフラを席巻。2026年にはAIチップの53
%に導入され、Googleが牽引。

#20 AI買収市場活発化 市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
AI買収市場が活発化。StripeがOpenRouterを70億ド
ル超、SpaceXがCursorを600億ドルで買収。

#21 100kW超DC設計 技術比較
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
100kW超GPUクラスター向けAIデータセンター設計
の青写真公開。液冷が不可欠な時代に。

#22 AIガバナンスガイド 解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
AIガバナンス戦略ガイド公開。EU AI Actの汎用AIモ
デル罰則規定は2025年8月2日から適用。

#23 AI倫理的見解 解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
ニューヨーク市弁護士会がAIによる会話記録・要約の
倫理的見解発表。同意とリスク考慮を推奨。

#24 Eli Lilly taRNA 新製品
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
Eli LillyがtaRNAワクチン開発で提携。少量で強力な免
疫応答を狙う次世代技術。

#25 Amgen提携解消 市場概観
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●○○○

○
AmgenがTScanとの免疫細胞治療薬提携を解消。TSc
anは自社戦略継続を強調。

#26 NVIDIA 5000億ドル 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
NVIDIA主導で5000億ドル投資。AIインフラと電力ソ
リューションを世界規模で加速。

#27 BroadcomカスタムAI 新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
BroadcomとOpenAIが最大10GWのカスタムAIアク
セラレーターを共同開発。AIインフラ自律性強化へ。

#28 Twin1 AI資金調達 新製品
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Twin1 AIが専門知識労働者向けAIデジタルツインで2
000万ドル調達。コミュニケーション業務を自動化。

#29 Wingspire融資 市場概観
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

WingspireがAI高性能コンピューティングインフラに
1.4億ドル融資。AI開発に必要な計算リソースを拡大
。

#30 OpenAI 8GWインフラ 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
OpenAIがSB Energy、NVIDIAと提携し、オハイオ州
で8GWのAI計算インフラを確保。

#31 AVK電力投資 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
Partners Groupが英国AVKに10億ドル超投資。AIデ
ータセンター向け電力インフラを強化。

#32 Velaura AI資金調達 新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
Velaura AIが超低電力AIコンピューティング技術で1.
1億ドル調達。ワットあたり性能2-4倍向上を目指す。

#33 Rundoo資金調達 新製品
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
Rundooが独立系サプライストア向けAIプラットフォ
ームで4800万ドル調達。小売業の効率化を支援。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ AIデータセンターの電力・冷却問題は、あなたの会社のインフラ戦略を変えるか？
AIワークロードの急増により、データセンターの電力消費は2030年までに倍増し、液冷が不可欠な時代に突入しています
。NVIDIA主導の5000億ドル投資やOpenAIの8GWインフラ確保など、大規模な動きが加速する中、既存のデータセンタ
ー設計や電力供給網は限界に達しつつあります。自社のAI活用計画と電力・冷却インフラの現状を再評価し、次世代のAI
計算需要に対応できる体制を構築できていますか？

❷ AIエージェントによる業務自動化は、あなたの会社の競争優位性を脅かすか？
Microsoft Copilot Studioが年間5万件超のサービスリクエストを自動化し、SAPが2026年までに40%の企業アプリにAI
エージェントを搭載するなど、自律型AIエージェントによる業務変革が加速しています。B2B購買プロセスでもAIエージ
ェントが人間の役割を代替し始めており、既存の営業・マーケティング戦略の陳腐化リスクも浮上。自社の業務プロセス
におけるAIエージェントの導入可能性と、それによる競争環境の変化をどのように捉え、対応しますか？

❸ EU AI Actの厳格化は、あなたの会社のAI開発・利用にどのような影響を与えるか？
EU AI Actの透明性義務が発効し、高リスクAIシステムには厳格な規制が課せられます。特に製造業では、違反した場合
に世界年間売上高の最大7%という高額罰金のリスクがあります。米国政府もフロンティアAIモデルの安全性審査枠組み
を合意するなど、AIガバナンスの強化はグローバルなトレンドです。あなたの会社は、AIの倫理的利用、データ品質、サ
イバーセキュリティ、そして説明責任に関する堅牢なガバナンス戦略を確立できていますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

電力/冷却

AI半導体

AIエージェント

AI規制

AIモデル

AI医療

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 電力/冷却 注意 液冷・電力設備需要増 電力供給制約、コスト増

● AI半導体 注意 先進PKG、カスタムチップ 技術競争、HBM供給難

● AIエージェント 機会大 業務効率化、新サービス 既存業務の陳腐化

● AI規制 脅威大 信頼性向上、市場拡大 高額罰金、開発コスト
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● AIモデル 機会大 高度な推論、新応用 競争激化、選定難

● AI医療 参考 創薬加速、個別化医療 開発リスク、データ規制
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深掘り ① ― AI半導体競争軸の先進PKGシフト
#16 | 2026/08/20 | The Korea Economic Daily | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

AI半導体市場の競争軸が、従来のプロセスノード微細化から先進パッケージング技術へと移行しています。今後5年間
で1億3000万個以上のAIアクセラレータが先進パッケージ化されたHBMと共に製品化される見込みです。TSMCのCo
WoSが市場をリードする中、IntelはEMIB、ZAM、XBMといった代替技術を追求し、メモリと演算処理の効率的な統合
がAIチップの性能とコスト効率を決定する新たなボトルネックとなっています。

AIチップの製造コストの60%以上がHBMメモリと先進パッケージングに起因しており、データ転送速度と電力効率の
向上が不可欠です。各社はHBM確保とパッケージング能力拡大に巨額投資を行い、この新たな競争領域での優位性を確
立しようとしています。これは、半導体材料、装置、設計、製造プロセス全体にわたる革新を促すものです。

▶ シニアテクニカルアナリスト

AI半導体市場の競争軸がプロセスノードから先進パッケージングへ移行しているという分析は極めて妥
当です。特にHBMとCoWoSに代表される2.5D/3Dパッケージング技術は、AIチップの性能を決定づけ
るボトルネックとなっており、そのコストがチップ全体の60%以上を占めるという数値も現実的です。
日本企業にとっては、HBMの材料（特に高機能な接着剤、封止材、インターポーザ材料）や製造装置（
ダイボンダー、ワイヤーボンダー、検査装置）において大きな機会があります。しかし、TSMCやIntel
といったIDM/ファウンドリが自社でパッケージング技術を強化する動きは、従来のサプライヤー構造に
変化をもたらす脅威でもあります。特に、IntelのZAMやXBMのような新技術は、HBMの供給制約を緩
和しつつ、新たな材料・プロセス要求を生み出す可能性があります。日本企業は、これらの次世代パッ
ケージング技術の動向を注視し、材料・装置のR&D;を加速させるとともに、主要なAIチップメーカー
との共同開発を強化すべきです。

深掘り ② ― 100kW超GPUクラスター向けAIデータセンター設計
#21 | 2026/08/18 | Soeteck | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●○

100kWを超えるGPUクラスターをサポートするためのAIデータセンター設計の青写真が公開されました。NVIDIA GB
300クラスの導入によりラック密度が100kWを超え、従来のデータセンター設計の前提が通用しなくなっています。液
冷、特に液冷市場の約80%を占めるコールドプレート技術が不可欠とされ、電源調整、排熱、冷却および電気システム
のためのグレー空間の割り当てにおいて大幅な調整が要求されています。

超高密度電力供給のため、48Vから54Vへのバス電圧移行やラック単位での高効率電源ユニット導入が不可欠です。液
冷システムの効率的な熱除去は、冷却液の管理、漏洩対策、供給・回収システムの設計が重要となります。また、イン
フラのモジュール化とスケーラビリティが推進され、AIの計算ニーズに特化した新しいタイプのデータセンターが定義
されています。
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▶ シニアテクニカルアナリスト

100kW超のGPUクラスターが液冷を不可欠とするという指摘は、AIデータセンターの現実的な設計要件
を正確に捉えています。NVIDIA GB300クラスのラック密度が100kWを超えるという数値は、従来の
空冷データセンターでは対応不可能であり、液冷市場の80%をコールドプレート技術が占めるという現
状も理解できます。日本企業にとっては、液冷システムを構成する冷却液、ポンプ、配管、熱交換器、
そしてそれらを接続・封止する高信頼性接着剤・シーリング材、さらにはデータセンター全体の電力供
給・管理システム（変電設備、UPS、バッテリー）において大きなビジネスチャンスがあります。しか
し、液冷システムの複雑性や初期導入コスト、そして冷却液の安全性・環境適合性といった課題は依然
として存在します。特に、冷却液の漏洩対策や、異なる材料間の長期信頼性確保は、材料メーカーにと
って重要な開発ポイントです。日本は精密部品や高機能材料に強みを持つため、この分野での貢献が期
待されます。



AI・機械学習 Weekly Intelligence Report | 2026-08-22 | Page 7

深掘り ③ ― Microsoft Copilot Studioによるサービス自動化
#04 | 2026/08/13 | Microsoft Tech Community | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

Microsoft Copilot Studioの最新アップデートにより、Graebel社が年間5万件を超えるサービスリクエストを自律型マ
ルチエージェントワークフローで自動化した事例が報告されました。AI分類によってロジックが専門エージェントにル
ーティングされ、Microsoft 365 Copilotもワークフロー内でオーケストレーションされます。これにより、手動操作を
効率的かつ費用対効果の高いAIワークフローに変革し、継続的なテストと監視を通じてその効果を高めています。

このシステムは、LLMの推論能力と外部ツール連携を組み合わせることで、人間が行っていた複雑な判断やマルチステ
ップのタスクを自律的に実行可能にしています。AI分類とルーティング、専門エージェントによる処理、Microsoft
365 Copilotとの連携、分岐ロジックと変数、継続的なテストと監視が主要な技術要素です。企業は顧客サービスの向
上と運用コスト削減という課題に対し、AIエージェントが強力な解決策となることを示しています。

▶ シニアテクニカルアナリスト

Microsoft Copilot Studioによる年間5万件超のサービスリクエスト自動化事例は、AIエージェントがも
はや概念段階ではなく、具体的な業務効率化に貢献していることを示しています。AI分類によるルーテ
ィングやMicrosoft 365 Copilotとの連携は、LLMの推論能力と既存システム統合の重要性を浮き彫りに
します。この成功事例は、特に日本のサービス業やバックオフィス業務において、AIエージェント導入
の大きな機会を提供します。ただし、AIの判断が常に正確であるとは限らず、複雑なケースでの誤判断
リスクや、システム障害時の影響は考慮すべき未解決課題です。また、導入には既存システムとの連携
コストや、従業員の再教育も必要となります。日本企業は、単なるRPAの延長ではなく、自律的意思決
定を伴うAIエージェントの特性を理解し、段階的な導入と人間による監視体制の確立が不可欠です。

その他の注目記事
Claude Mythos 5が推論AIモデルで最高スコア83.3を獲得 (BenchLM.ai)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●○○

Claude Mythos 5が推論能力でトップ。連鎖思考推論の進化は、AIの信頼性と説明可能性向上に寄与。

Broadcom、OpenAIと提携し最大10ギガワットのカスタムAIアクセラレーターを共同開発 (Facebook (via news report))
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●

OpenAIがBroadcomとカスタムAIチップ開発。AIの垂直統合が進み、計算効率と自律性向上へ。

OpenAI、SB Energy、NVIDIAと提携しオハイオ州で8ギガワットのAI計算インフラを確保 (OpenAI official announcement)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●

OpenAIが8GWの巨大AI計算インフラを確保。AIの電力ボトルネック解消に向けた大規模投資。

EU AI Act施行で製造業にAIガバナンス義務化、違反には世界年間売上高の7%の罰則も (Entech)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

EU AI Actが製造業にAIガバナンス義務化。日本企業は高額罰金回避のため、早急なコンプライアンス対応が必須。

AIエージェントがB2B購買プロセスの初期段階を置き換え、ベンダーは機械向けデータ構造への対応が急務 (MarketScale)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

AIエージェントがB2B購買を自動化。ベンダーはAIが理解できる構造化データ提供へ転換が急務。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【半導体PKG】主要AIチップメーカーの先進パッケージングロードマップ（CoWoS, EMIB,
ZAM等）を調査し、自社材料・装置との適合性を評価。

• 【調達】液冷システムサプライヤー（冷却液、ポンプ、熱交換器メーカー）の技術動向と製品ラインナップを調
査。

• 【経営企画】自社内の定型・非定型業務におけるAIエージェント導入の可能性を洗い出し、PoC候補を特定。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】HBM向け高放熱性接着剤、低誘電率封止材、高精度ダイボンディング装置の開発を加速。

• 【R&D;】液冷システム向け高信頼性・高耐熱性接着剤、シーリング材、絶縁材料の開発を強化。

• 【R&D;】AIエージェントの誤判断リスクを低減するための監視・介入メカニズム、および既存システムとの連
携技術を調査。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】AIチップメーカーとの戦略的パートナーシップを構築し、次世代パッケージング技術の共同開発
を推進。

• 【EV設計】AIデータセンターの電力効率化技術（高電圧DC配電、エネルギー貯蔵）をEV充電インフラに応用
する可能性を検討。

• 【調達】Microsoft Copilot
StudioなどのAIエージェントプラットフォームの導入を検討し、ベンダーとの情報交換を開始。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-22
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#01 2026年最新VLMランキング、Google Gemini 3 Proが推論とOCRで高評価、オープンモデルも
実用性向上

#02 EU AI法が2026年8月2日に透明性義務を発効、違反企業に高額罰金のリスク

#03 KDnuggetsが2026年AIコーディングエージェントのトップ10オープンソースベンチマークを発
表、SWE-benchとTerminal-Benchが注目

#04 Microsoft Copilot StudioがGraebelで年間5万件以上のサービスリクエストをマルチエージェン
トワークフローで自動化

#05 Levelopが2026年AIエージェントワークフロー自動化ガイドを発表、LLMによる自律的意思決定
とツール連携を解説

#06 2026年米国政府がフロンティアAIモデルの安全性を発売前に審査する枠組みを最終合意

#07 AIエージェントがB2B購買プロセスの初期段階を置き換え、ベンダーは機械向けデータ構造への
対応が急務

#08 BenchLM.aiの2026年8月最新ランキング、Claude Mythos 5が推論AIモデルで最高スコア83.3
を獲得

#09 SAP、企業ワークフローに自律型AIエージェントを導入、2026年までに40%の企業アプリに搭
載へ

#10 Anthropic、AIチップ効率化のDecart AIを約60億ドルで買収検討、演算基盤強化で需要急増に
対応

#11 EU AI Act、2026年8月2日に主要規則適用開始、高リスクAIシステムに厳格な規制

#12 Network Bio、5000万ドルの資金調達と3000万ドル超のAI提携で疾患特異的AIモデル開発に着
手

#13 AIワークロードがデータセンターの電力需要とインフラ計画を根本的に変革、2030年までに消
費電力が倍増予測

#14 EU AI Act施行で製造業にAIガバナンス義務化、違反には世界年間売上高の7%の罰則も

#16 AI半導体競争、TSMCのCoWoSがリードする中、先進パッケージングに軸足移行 – 5年で1.3億

個のアクセラレータが出荷予定

#17 企業ワークフローに「エージェント型AI」が台頭、自律的推論・多段階アクション実行で業務変
革を加速

#18 AIデータセンター需要急増で電力・冷却インフラ設備への投資が加速、液冷市場は2035年まで
に232.3億ドルに拡大

#19 TrendForce予測：液冷がAIインフラを席巻、2026年にはAIチップの53%に導入、Googleが採
用を牽引



#20 AI買収市場が活発化、StripeがOpenRouterを70億ドル超で、SpaceXがCursorを600億ドルで
買収完了

#21 100kW超GPUクラスター向けAIデータセンター設計の青写真公開、液冷が不可欠な時代へ突入

#22 AIガバナンス戦略構築ガイド公開、EU AI Actの罰則規定は2025年8月2日から適用開始

#23 ニューヨーク市弁護士会、AIを用いた非依頼者会話の記録・転記・要約に関する倫理的見解発表

#24 Eli Lilly、Gateway Labs卒業生と感染症向けトランス増幅RNAワクチン開発で提携

#25 Amgen、TScanとの5億ドル超の提携を解消も、TScanの戦略に影響なし

#26 NVIDIA主導の5000億ドルプライベートエクイティ投資、AIインフラと電力ソリューションを世

界規模で加速

#27 Broadcom、OpenAIと提携し最大10ギガワットのカスタムAIアクセラレーターを共同開発

#28 Twin1 AI、専門知識労働者向けAIデジタルツイン構築で2000万ドルのシード資金調達

#29 Wingspire Equipment Finance、AI高性能コンピューティングインフラ向けに1億4000万ドル
を融資

#30 OpenAI、SB Energy、NVIDIAと提携しオハイオ州で8ギガワットのAI計算インフラを確保

#31 Partners Group、英国AVKに10億ドル超を投資し、AIデータセンターの電力インフラを強化

#32 Velaura AI、超低電力AIコンピューティング技術で1億1000万ドルのシリーズA資金調達、評価
額10億ドル超に

#33 Rundoo、独立系サプライストア向けAIプラットフォームでシリーズB含む総額4800万ドルを調
達



#01 2026年最新VLMランキング、Google Gemini 3 Pro
が推論とOCRで高評価、オープンモデルも実用性向上

概要

Mixpeekは2026年における主要なVision-Language Model（VLM）の総合ランキングを
発表し、Google Gemini 3 Proがマルチモーダル推論とOCRで高い評価を得ています。
本ランキングは、Google Gemini 3 Pro、OpenAI GPT-4o/GPT-5 Vision、Anthropic

Claude（vision）といったプロプライエタリな最先端モデルに加え、Qwen3-VLやMeta

のLlama 4などのオープンウェイトモデルも比較対象としています。評価はMMMUや
ChartQAによるマルチモーダル推論品質、OCRBenchやDocVQAによるOCR・文書理解

能力、ライセンス、コストに基づいて行われました。最上級の品質と長いコンテキス
トを提供するプロプライエタリモデルと、良好な汎用ビジョンベンチマークで自己ホ
スティングに適したオープンウェイトモデルの特性が明確に示されています。これに

より、企業や開発者は特定のユースケースに最適なVLMを選択するための貴重な指針
を得られます。

公開日 2026年08月17日  Mixpeek  グローバル



詳細

主要成果

2026年のVision-Language Model（VLM）最新ランキングで、Google Gemini 3 Proがマ
ルチモーダル推論とOCR能力において特に高い評価を獲得し、最上位グループに位置づ
けられました。このランキングは、Google Gemini 3 Pro、OpenAI GPT-4o/GPT-5

Vision、Anthropic Claude（vision）などの主要なプロプライエタリモデルと、Qwen3-

VL、MetaのLlama 4といった有力なオープンウェイトモデルを包括的に比較したもので
す。

技術・臨床詳細

モデルの評価は、主に以下のベンチマークと基準に基づいて実施されました。

マルチモーダル推論品質: MMMU（Massive Multitask Multimodal Understanding）と
ChartQA（チャート画像からの質問応答）ベンチマークを使用し、複雑な視覚情報を
言語的に推論する能力を測定しました。

OCRおよび文書理解: OCRBenchとDocVQA（文書からの質問応答）ベンチマークを通
じて、画像内のテキストを正確に認識し、文書全体の内容を理解する能力が評価され
ました。

ライセンスとコスト: モデルの商用利用の可否やコスト効率も、実用性評価の重要な
要素として考慮されました。

プロプライエタリモデルは最上級の品質と長大なコンテキスト処理能力を提供する一方
で、オープンウェイトモデルは優れた汎用ビジョンベンチマークスコアを達成し、自己
ホスティングの柔軟性とコスト効率で強みを発揮することが示されました。例えば、
Qwen3-VLやLlama 4は、特定のタスクにおいてプロプライエタリモデルに匹敵する性能
を示し、リソースが限られた環境やプライバシー要件の高いシナリオでの導入が推奨さ
れています。



背景・業界文脈

VLMの進化は、画像認識、自然言語処理、推論を統合することで、AIの応用範囲を飛躍
的に広げています。2026年に入り、これらのモデルは単なる画像キャプション生成を超
え、複雑な文書解析、医療画像診断支援、ロボティクス、自動運転など、多様な分野で
実用化が進んでいます。特に、マルチモーダル推論の向上は、人間のような直感的理解
と意思決定をAIが実現する上で不可欠な要素です。オープンウェイトモデルの性能向上
は、AI技術へのアクセスを民主化し、スタートアップや研究機関が低コストで先進的な
VLMを活用できる機会を創出しています。

今後の展望

今後、VLMはさらに多様なデータモダリティ（動画、音声、3Dデータなど）との統合が
進み、より複雑な現実世界のシナリオに対応できるようになるでしょう。エッジデバイ
スでの効率的な動作を可能にする軽量化や、特定ドメインに特化したファインチューニ
ングモデルの開発も加速すると予想されます。ライセンスとコスト構造の多様化は、企
業がビジネスニーズに合わせて最適なVLM戦略を策定する上で、引き続き重要な検討事
項となります。この技術競争は、次世代AIアプリケーションの創出と、その社会実装を
強力に推進していくことでしょう。

元記事: https://mixpeek.com/curated-lists/best-vision-language-models

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://mixpeek.com/curated-lists/best-vision-language-models


#02 EU AI法が2026年8月2日に透明性義務を発効、違反企
業に高額罰金のリスク

概要

2026年8月2日より、AI企業はEU AI法の透明性義務（第50条）への対応が必須となり、
違反には高額な罰金が課せられることになります。この法案は、AIシステムを「禁
止」「高リスク」「限定的透明性」「最小リスク」の4段階に分類し、それぞれに応じ

た義務を定めています。欧州委員会は2026年7月20日にガイドラインを採択してお
り、特にAIが生成した合成コンテンツには機械可読な識別子を付加する義務が課せら
れます。企業は、この枠組みを理解し、堅牢なコンプライアンス戦略を迅速に実行す

ることが求められます。

公開日 2026年08月17日  resemble.ai  ヨーロッパ



詳細

主要成果

2026年8月2日から、EU AI法の透明性義務（第50条）が発効し、特定のAIシステムを提
供する企業は厳格な要件への遵守が必須となります。これに伴い、違反した企業には高
額な罰金が科されるリスクが生じるため、AI開発・展開企業は早急な対応が求められて
います。

技術・臨床詳細

EU AI法は、AIシステムをリスクのレベルに応じて以下の4つのカテゴリーに分類し、そ
れぞれに異なる法的義務を課しています。

禁止されるAIシステム: 人間の行動を操るシステムやソーシャルスコアリングなど、
基本的な権利を侵害する可能性のあるAIシステムは禁止されます。

高リスクAIシステム: 医療機器、生体認証システム、雇用・教育・法執行に関するAI
など、安全や基本的権利に重大な影響を及ぼす可能性のあるシステムです。これらに
は、厳格な適合性評価、リスク管理システム、データガバナンス、ヒューマンオーバ
ーサイト、堅牢なサイバーセキュリティ対策などが義務付けられます。

限定的透明性義務が課されるAIシステム: チャットボットやディープフェイクなどの
AIシステムが該当します。ユーザーに対してAIと対話していること、またはAIが生成
したコンテンツであることを明確に開示する義務があります。特に合成コンテンツに
は、機械可読な形式でAI生成であることを示す識別子を付加することが求められま
す。

最小リスクAIシステム: スパムフィルターやシンプルなゲームなど、リスクが低いと
見なされるシステムです。これらのシステムに対する義務は最小限ですが、自主的な
行動規範への参加が奨励されます。

欧州委員会は2026年7月20日にこれらの透明性義務に関する詳細なガイドラインを採択
しており、企業はこれに従ってシステムを設計・運用する必要があります。特に「2026

年デジタルオムニバス合意」により、一部の高リスクAIに関する義務の適用期限は2027
年12月2日まで延長されましたが、透明性義務は2026年8月2日に厳格に適用開始されま
す。



背景・業界文脈

AI技術の急速な発展に伴い、その倫理的・社会的な影響への懸念が高まり、世界中でAI

規制の動きが活発化しています。EU AI法は、その中でも最も包括的かつ先駆的な法案
の一つとして、グローバルなAI規制のベンチマークとなる可能性を秘めています。この
法律は、EU圏内でAIシステムを開発、提供、または利用する全ての企業に影響を及ぼ
し、技術革新と並行して、信頼性と透明性を確保することを目的としています。特にデ
ィープフェイクやAI生成コンテンツの台頭は、誤情報や詐欺のリスクを高めており、透
明性義務の早期発効は、市民の権利と安全を保護するための緊急措置と位置づけられて
います。

今後の展望

企業は、EU AI法の複雑な要件に対応するため、専門的なコンプライアンスチームを編
成し、AIシステムのライフサイクル全体にわたるリスク評価と管理体制を確立する必要
があります。特に、サプライチェーン全体でのAIシステムのコンポーネントがどのリス
クカテゴリーに該当するかを特定し、それぞれの義務を果たすためのトレーサビリティ
を確保することが重要です。EU AI法は、今後、新たな技術の出現や社会情勢の変化に
応じて、継続的に改訂・強化される可能性があり、企業は常に最新の規制動向を注視
し、アジャイルな対応能力を維持することが不可欠です。この法案は、AIの責任ある開
発と導入を促進し、長期的な技術革新の持続可能性を支える基盤となるでしょう。

元記事: https://www.resemble.ai/resources/eu-ai-act-compliance-checklist-ai-companies

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.resemble.ai/resources/eu-ai-act-compliance-checklist-ai-companies


#03 KDnuggetsが2026年AIコーディングエージェントの
トップ10オープンソースベンチマークを発表、SWE-
benchとTerminal-Benchが注目

概要

KDnuggetsは、2026年におけるAIコーディングエージェントを評価するためのトップ

10オープンソースベンチマークを公開しました。このリストには、SWE-benchのよう
な確立されたベンチマークに加え、Terminal-BenchやSlopCodeBenchといった比較的
新しい評価ツールが含まれています。これらのベンチマークは、エージェントが実際

のターミナル環境で動作し、複雑なソフトウェアエンジニアリングタスクを解決し、
効果的なコードを生成する能力を評価する上で不可欠です。本記事は、AIを活用した
ソフトウェア開発の進化を理解し、適切なエージェントを選択するための開発者向け

ガイドとして機能します。

公開日 2026年08月20日  KDnuggets  グローバル



詳細

主要成果

KDnuggetsは、2026年時点でのAIコーディングエージェントの性能を評価するための最
も重要なオープンソースベンチマーク10選を発表しました。このリストには、ソフトウ
ェア開発におけるAIの役割が拡大する中で、エージェントの実際の能力を測るための不
可欠なツールが含まれており、特に SWE-benchや新しい Terminal-Bench、
SlopCodeBenchなどが注目されています。

技術・臨床詳細

AIコーディングエージェントは、コード生成、バグ修正、テスト作成、ドキュメント作
成など、ソフトウェア開発ライフサイクルの様々な段階で人間を支援または代替するこ
とを目的としています。これらのエージェントの真の価値を評価するには、単なるコー
ド生成能力だけでなく、複雑な開発環境での問題解決能力が問われます。発表された主
要ベンチマークは以下の通りです。

SWE-bench: 実際のソフトウェアリポジトリから抽出された問題を使用し、エージェ
ントがコードベース内でバグを特定し修正する能力を評価します。大規模なコードベ
ースと複雑な依存関係を持つ環境での実用性が重視されます。

Terminal-Bench: AIエージェントが、実際のシェルコマンドを実行し、ファイルシス
テムを操作し、外部ツールと連携するなど、ターミナル環境でタスクを完了する能力
に焦点を当てています。これは、現実の開発作業におけるエージェントの自律性と適
応性を測る上で非常に重要です。

SlopCodeBench: コーディング課題の複雑さと多様性をカバーし、エージェントが
様々なプログラミング言語やフレームワークにおける問題解決能力を評価します。

その他、HumanEval、MBPP、CodeContestsなど、より古典的なコード生成能力を測
るベンチマークも依然として重要視されています。

これらのベンチマークは、AIエージェントが与えられた指示を理解し、計画を立案し、
必要なツールを呼び出し、コードを生成・テスト・デバッグする一連のプロセスを客観
的に評価するために設計されています。特に、オープンソースであることは、研究者や
開発者がこれらの評価基準を自由に利用し、モデルの改善に貢献できることを意味しま
す。



背景・業界文脈

AIコーディングエージェントは、ソフトウェア開発の生産性を劇的に向上させる可能性
を秘めており、すでに多くの企業がその導入を検討・推進しています。しかし、その性
能を正確に評価し、信頼できる形で導入するためには、標準化されたベンチマークが不
可欠です。2026年現在、AIエージェントの機能は急速に進化しており、これまでの単一
タスク指向のベンチマークだけでは不十分になってきています。実際の開発環境をシミ
ュレートし、マルチステップの推論や外部ツール連携能力を測る新しいベンチマークが
求められており、今回発表されたリストは、このニーズに応えるものです。

今後の展望

AIコーディングエージェントのベンチマークは、今後もその進化に合わせて多様化し、
より複雑な現実世界のシナリオを反映する方向に進むでしょう。開発者や企業は、これ
らのベンチマークを活用することで、自社のAIエージェントの強みと弱みを客観的に把
握し、継続的な改善サイクルを回すことができます。また、オープンソースコミュニテ
ィによるベンチマークへの貢献は、AI開発の透明性を高め、より安全で信頼性の高いAI

エージェントの普及を促進する上で極めて重要です。これにより、ソフトウェア開発プ
ロセスはさらに自動化・効率化され、人間はより創造的で戦略的な課題に注力できるよ
うになるでしょう。

元記事: https://www.kdnuggets.com/top-10-open-source-benchmarks-for-ai-coding-agents-in-2026

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.kdnuggets.com/top-10-open-source-benchmarks-for-ai-coding-agents-in-2026


#04 Microsoft Copilot StudioがGraebelで年間5万件以上
のサービスリクエストをマルチエージェントワークフロー
で自動化

概要

Microsoft Copilot Studioの最新アップデートにより、Graebel社が新しいCopilot Studio

ハーネスを活用し、年間5万件を超えるサービスリクエストを自律型マルチエージェン
トワークフローで自動化したことが明らかになりました。このシステムでは、AI分類
によってロジックが専門エージェントにルーティングされ、Microsoft 365 Copilotもワ

ークフロー内でオーケストレーションされます。複雑なマルチエージェントシナリオ
における分岐ロジックと変数の役割が強調されており、手動操作を効率的かつ費用対
効果の高いAIワークフローに変革し、継続的なテストと監視を通じてその効果を高め

ています。

公開日 2026年08月13日  Microsoft Tech Community  アメリカ



詳細

主要成果

Microsoft Copilot Studioの最新アップデートでは、国際的な引越し・転勤サービス企業
であるGraebel社が、新しいCopilot Studioハーネスを活用して、年間5万件を超えるサ
ービスリクエストを自律型マルチエージェントワークフローにより自動化する画期的な
成功事例が報告されました。この導入により、Graebel社は手動プロセスから効率的で
コスト効率の高いAI駆動型オペレーションへの大規模な転換を実現しました。

技術・臨床詳細

Graebel社が導入したマルチエージェントワークフローは、以下のような高度な技術要
素と運用モデルに基づいています。

AI分類とルーティング: 受信したサービスリクエストは、まずAI分類モデルによって
自動的に分析され、その内容に応じて最も適切な専門エージェントにルーティングさ
れます。これにより、初期対応の精度と速度が大幅に向上します。

専門エージェントによる処理: 各専門エージェントは、特定のドメイン知識とタスク
実行能力を持っており、割り当てられたリクエストに対して自律的に情報収集、意思
決定、アクション実行を行います。

Microsoft 365 Copilotとのオーケストレーション: ワークフロー内では、Microsoft

365 Copilotが統合され、文書作成、データ分析、コミュニケーションなどのタスク
においてエージェントを支援します。これにより、従業員の生産性も同時に向上しま
す。

分岐ロジックと変数: 複雑なサービスリクエストに対応するため、ワークフローには
高度な分岐ロジックと変数が組み込まれており、動的な状況変化に応じてエージェン
トの行動を調整できます。

継続的なテストと監視: ワークフローのパフォーマンスと正確性を保証するため、継
続的なテストとリアルタイム監視が実施され、必要に応じてシステムの改善と最適化
が行われます。これにより、システムの信頼性とレジリエンスが維持されます。

このシステムは、従来のRPA（Robotic Process Automation）を超え、LLM（大規模言語
モデル）の推論能力と外部ツール連携を組み合わせることで、人間が行っていた複雑な
判断やマルチステップのタスクを自律的に実行することを可能にしています。



背景・業界文脈

企業は、顧客サービスの向上と運用コストの削減という二重の課題に直面しており、特
に大規模なサービスリクエスト処理においては、人間による手動対応の限界が顕在化し
ています。AIエージェントとマルチエージェントワークフローは、この課題に対する強
力な解決策として期待されています。従来の自動化ツールが定型的なタスクに限定され
ていたのに対し、Copilot Studioのようなプラットフォームは、より複雑で状況依存性
の高い業務にもAIの知能を適用することを可能にします。これにより、従業員は反復作
業から解放され、より価値の高い戦略的な業務に集中できるようになります。

今後の展望

Graebel社の成功事例は、Microsoft Copilot Studioが提供する自律型マルチエージェント
ワークフローが、様々な業界における顧客サービス、ITサポート、バックオフィス業務
などの大規模な自動化を加速させる可能性を示しています。今後、同様のAIワークフロ
ーは、企業のデジタル変革の中心的な要素となり、よりパーソナライズされた顧客体験
の提供、運用効率のさらなる向上、そして新たなビジネス価値の創出に貢献するでしょ
う。AIエージェントの進化とプラットフォームの成熟に伴い、これらのシステムはさら
に自律性を高め、人間との協働を通じて、未来の働き方を再定義していくことが予想さ
れます。

元記事: https://www.youtube.com/watch?v=UuJpNa_TbiI

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.youtube.com/watch?v=UuJpNa_TbiI


#05 Levelopが2026年AIエージェントワークフロー自動化
ガイドを発表、LLMによる自律的意思決定とツール連携を
解説

概要

Levelopは、2026年のAIエージェントワークフロー自動化に関する包括的なガイドを発

表しました。このガイドは、大規模言語モデル（LLM）駆動のエージェントが、固定
されたスクリプトに従うのではなく、自律的に意思決定を行い、ツールと連携して多
段階のタスクを実行する実践方法を明確にしています。従来の自動化と対比させつ

つ、「エージェントループ」の概念と、単一エージェントループからマルチエージェ
ントシステムへの拡張に関する推奨事項を詳細に解説しています。これにより、企業
はAIエージェントの導入と活用を効率的に進めるためのロードマップを得ることがで

きます。

公開日 2026年08月17日  Levelop  グローバル



詳細

主要成果

Levelopが発表した2026年版のAIエージェントワークフロー自動化ガイドは、大規模言
語モデル（LLM）を核とするエージェントが、従来の固定スクリプトベースの自動化を
超え、自律的な意思決定とツール連携を通じて複雑な多段階タスクを遂行する方法を解
説しています。本ガイドは、エージェントループのメカニズムを詳細に説明し、企業が
この先進技術を効率的に導入・拡張するための実践的な指針を提供します。

技術・臨床詳細

AIエージェントワークフロー自動化の核心は、エージェントが環境の状態を読み取り、
次に取るべき行動を決定し、適切なツールを呼び出し、目標達成までこのプロセスを反
復する「エージェントループ」にあります。従来の自動化は、事前に定義されたルール
やシーケンスに厳密に従うものでしたが、AIエージェントは以下の能力により、より動
的で適応性の高い自動化を実現します。

自律的意思決定: LLMの推論能力を活用し、与えられた目標と現在の状況に基づい
て、自律的に最善の行動パスを決定します。

ツール連携: 外部のAPI、データベース、SaaSアプリケーション、コード実行環境な
ど、多岐にわたるツールを必要に応じて動的に呼び出し、タスクを実行します。例え
ば、顧客サポートエージェントはCRMシステムから顧客情報を取得し、同時に知識
ベースから解決策を検索して回答を生成できます。

反復と自己修正: 実行結果を評価し、期待通りでない場合は計画を修正して再試行す
ることで、堅牢性と信頼性を高めます。

マルチエージェントシステム: 単一エージェントで複雑なタスクを処理する限界を超
えるため、複数の専門エージェントが協調して目標を達成するマルチエージェントシ
ステムへの拡張が推奨されています。各エージェントは特定の役割を担当し、互いに
情報を共有し、連携して行動します。

このガイドは、まずツールと連携する単一エージェントループから探索を開始し、その
成功に基づいてより複雑なマルチエージェントシステムへと段階的にスケールアップし
ていくアプローチを推奨しています。これにより、企業はリスクを管理しながらAIエー
ジェントの導入を進めることができます。



背景・業界文脈

デジタル化の進展とビジネス環境の複雑化に伴い、企業は業務効率のさらなる向上と変
化への迅速な対応が求められています。従来の自動化技術では、定型業務の効率化には
成功しましたが、非定型で複雑な意思決定を伴う業務への適用には限界がありました。
AIエージェントワークフロー自動化は、この課題に対する革新的なソリューションを提
供します。人間のような推論と判断能力を自動化プロセスに組み込むことで、企業はよ
り多くの業務を自動化し、従業員はより戦略的で創造的な活動に注力できるようになり
ます。これは、生産性向上だけでなく、顧客体験のパーソナライズ、新サービスの迅速
な開発、そして市場競争力の強化に直結します。

今後の展望

AIエージェントワークフロー自動化は、あらゆる産業分野で広範な影響を及ぼすことが
予想されます。特に、顧客サービス、営業、マーケティング、IT運用、ソフトウェア開
発、サプライチェーン管理などの分野で、その導入が加速するでしょう。今後、エージ
ェントの知能と自律性はさらに向上し、人間との協働がよりシームレスになることが期
待されます。また、エージェントの行動の透明性、倫理的ガバナンス、セキュリティに
関するフレームワークの整備も、広範な社会実装において不可欠な要素となるでしょ
う。この技術は、未来の働き方とビジネスモデルを再定義する強力な推進力となること
が確実視されています。

元記事: https://levelop.dev/blog/ai-agent-workflow-automation-guide-2026

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://levelop.dev/blog/ai-agent-workflow-automation-guide-2026


#06 2026年米国政府がフロンティアAIモデルの安全性を
発売前に審査する枠組みを最終合意

概要

米国政府は、フロンティアAIモデルの安全性テストに関する自主的な枠組みを最終合
意し、Meta、Anthropic、Google、OpenAIといった主要なAI開発ラボが政府主導の評
価に参加するよう招聘されました。2026年8月3日に報じられたこのイニシアティブ

は、先進的な米国製AIモデルの公開前に国家安全保障リスクを評価することを目的と
しています。拘束力のある義務ではなく第三者評価に依拠するものの、主要ラボの参
加は、リリース前の政府審査が業界の新たな標準となりつつあることを示唆してお

り、企業の調達戦略やコンプライアンスに大きな影響を与えます。

公開日 2026年08月18日  aigovernance.com  アメリカ



詳細

主要成果

米国政府は、フロンティアAIモデルの安全性テストに関する自主的な枠組みについて最
終合意に至り、Meta、Anthropic、Google、OpenAIなどの主要AI開発ラボが、政府が調
整する評価プログラムへの参加を招請されました。2026年8月3日の報道によれば、この
枠組みは、先進的な米国製AIモデルが一般に公開される前に、潜在的な国家安全保障上
のリスクやサイバーセキュリティリスクを評価することを目的としています。

技術・臨床詳細

この自主的な安全テスト枠組みは、以下の主要な要素で構成されます。

政府調整型評価: AI技術を深く理解する政府機関が、各AIラボと協力し、モデルの弱
点や予期せぬ挙動を特定するためのテストシナリオを開発します。

第三者評価への依存: 厳格な規制義務ではなく、第三者機関による独立した評価と検
証を通じて、モデルの安全性と信頼性を確認するアプローチが取られます。

国家安全保障リスクの評価: AIモデルが悪用される可能性（例：生物兵器の設計支
援、サイバー攻撃能力の増強、誤情報の拡散）を評価し、そのリスクを最小限に抑え
るための対策を講じます。

サイバーセキュリティリスクの評価: AIモデル自体が攻撃対象となったり、生成する
コードや情報が悪意のあるサイバー攻撃に利用されたりするリスクを評価します。特
に、OpenAI-Hugging Face間のインシデントや、OpenAIの次期モデル「Astra」が
「重要なサイバーセキュリティ機能」の閾値に達する可能性が指摘されており、この
評価の重要性が増しています。

プレリリース政府アクセス: 2026年6月の行政命令で確立された新しい米国政府の枠
組みでは、最も有能なAIシステムである「対象フロンティアモデル」に対して、その
公開前に政府が機密ベンチマークプロセスとプレリリースアクセス窓口を設けること
が、2026年8月1日までに必須の成果物とされました。

この枠組みは自主的なものとされていますが、主要なAIラボの参加表明は、高度なAIモ
デルをリリースする前に政府の審査を受けることが業界の新たな標準となりつつあるこ
とを強く示唆しています。



背景・業界文脈

AI技術の急速な進化は、経済成長と社会福祉に多大な恩恵をもたらす一方で、国家安全
保障、サイバーセキュリティ、社会の安定性に対する新たなリスクをもたらす可能性も
指摘されています。特にフロンティアAIモデルは、その能力の高さゆえに意図せぬ副作
用や悪用されるリスクが大きく、国際社会全体でそのガバナンスが喫緊の課題となって
います。米国政府のこのイニシアティブは、AIイノベーションを阻害することなく、潜
在的なリスクを事前に特定し対処するためのバランスの取れたアプローチを模索するも
のです。これは、EUのAI Actやその他の国際的な規制動向とも連動し、AIガバナンスの
世界的な枠組み形成に影響を与えるでしょう。

今後の展望

この自主的な安全性テスト枠組みは、フロンティアAI開発における責任あるイノベーシ
ョンを促進する重要なステップとなります。今後、政府とAI業界間の協力はさらに深ま
り、より洗練されたテスト手法や評価基準が開発されることが予想されます。企業にと
っては、政府のレビュー要件を早期に理解し、製品開発プロセスに組み込むことが、市
場投入の迅速化とコンプライアンス維持のために不可欠です。また、この枠組みは、AI

の倫理的利用と社会への信頼構築に向けた国際的な対話と協力の基盤を強化することに
も寄与するでしょう。AIモデルの安全性と堅牢性を保証することは、長期的な技術的成
功と社会的受容性の鍵となります。

元記事: https://aigovernance.com/news/white-house-finalizes-voluntary-frontier-ai-safety-testing-with-

top-labs

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://aigovernance.com/news/white-house-finalizes-voluntary-frontier-ai-safety-testing-with-top-labs
https://aigovernance.com/news/white-house-finalizes-voluntary-frontier-ai-safety-testing-with-top-labs


#07 AIエージェントがB2B購買プロセスの初期段階を置き
換え、ベンダーは機械向けデータ構造への対応が急務

概要

B2B購買プロセスにおいて、自律型AIエージェントが営業ファネルの上位および中間層
で人間による購買活動を急速に代替し始めています。MarTechが2026年8月初旬に報じ
たように、これらのエージェントは製品オプションのフィルタリング、比較マトリク

スの構築、価格監視、さらにはプログラムによる購入実行が可能です。この動向は、
ベンダーが競争力を維持するために、製品データを機械が消費しやすい構造に再構築
しなければならないという運用上の課題を提示しており、従来の検索エンジン経由の

人間との直接的なインタラクションをAIが回避していることを示唆しています。

公開日 2026年08月18日  MarketScale  グローバル



詳細

主要成果

B2B購買の領域において、自律型AIエージェントが営業ファネルの上位（トップオブフ
ァネル）および中間層（ミドルオブファネル）で、人間による購買活動を急速に置き換
え始めています。この劇的な変化は、ベンダーに対し、競争力を維持するために自社の
製品データや情報提供の方法を、AIエージェントが直接消費できる形式へと根本的に適
応させることを迫っています。

技術・臨床詳細

MarTechが2026年8月初旬に指摘したように、これらのAIエージェントは、以下のよう
な高度な機能により、従来のB2B購買担当者の役割を代替しています。

製品オプションのフィルタリングと選定: 数千に及ぶ製品やサービスから、事前に定
義された要件（価格、機能、互換性など）に基づいて最適な候補を高速でフィルタリ
ングします。

比較マトリクスの構築: 複数の製品やサービスの詳細情報を抽出し、客観的な基準に
基づいた比較マトリクスを自律的に生成します。これにより、意思決定プロセスが大
幅に効率化されます。

価格監視と交渉: 市場の価格動向をリアルタイムで監視し、最適な購入タイミングを
特定したり、場合によってはプログラムを通じて価格交渉を行ったりする能力を持ち
ます。

プログラムによる購入実行: 契約条件や支払いプロセスを含め、購買プロセス全体を
自律的に実行し、人間による最終承認を必要としないケースも増えています。

この変化の核心は、AIエージェントが従来の検索エンジンやウェブサイト、営業担当者
との直接対話といった人間の購買プロセスを迂回し、構造化されたデータを通じて直接
的に情報を収集・評価する点にあります。したがって、ベンダーは、製品仕様、価格、
利用事例、技術文書などを、API、構造化データフィード、セマンティックウェブ対応
コンテンツなど、機械が解析しやすい形式で提供することが不可欠となります。



背景・業界文脈

B2B購買プロセスは、これまで人間関係や複雑な交渉に大きく依存してきましたが、デ
ジタル化とAIの進化により、効率性とデータ駆動型意思決定の重要性が増しています。
AIエージェントの導入は、購買プロセスの初期段階における人的コストの削減、購買サ
イクルタイムの短縮、そしてより客観的でデータに基づいた最適な選択を可能にしま
す。このトレンドは、特に技術製品やSaaS、標準化されたコンポーネントの購買におい
て顕著であり、人間が介在する価値がより高次の戦略的交渉やカスタマイズされたソリ
ューションの提供へとシフトしています。

今後の展望

AIエージェントによるB2B購買の台頭は、ベンダーのマーケティング、セールス、製品
戦略に根本的な再考を迫るでしょう。今後は、AIエージェントに「見つけられ」「理解
され」「選ばれる」ための「エージェント・ファースト」のデータ戦略が不可欠となり
ます。これには、製品情報のセマンティック化、APIの整備、AIフレンドリーなウェブ
コンテンツ作成などが含まれます。このパラダイムシフトに対応できないベンダーは、
市場での関連性を失うリスクがあります。将来的には、人間とAIエージェントが協調し
て購買プロセスを進めるハイブリッドモデルが普及し、企業はAIを活用して購買プロセ
スの透明性と効率性を最大化しつつ、人間が介在すべき複雑な戦略的意思決定に集中で
きるようになるでしょう。

元記事: https://www.marketscale.com/industries/marketing-tech/ai-agents-are-replacing-human-b2b-

buyers-at-the-top-of-the-funnel-and-most-vendor-data-isnt-ready

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.marketscale.com/industries/marketing-tech/ai-agents-are-replacing-human-b2b-buyers-at-the-top-of-the-funnel-and-most-vendor-data-isnt-ready
https://www.marketscale.com/industries/marketing-tech/ai-agents-are-replacing-human-b2b-buyers-at-the-top-of-the-funnel-and-most-vendor-data-isnt-ready


#08 BenchLM.aiの2026年8月最新ランキング、Claude
Mythos 5が推論AIモデルで最高スコア83.3を獲得

概要

BenchLM.aiは、2026年8月時点の推論AIモデルの最新ランキングを発表し、Anthropic

のClaude Mythos 5が83.3のスコアでトップに輝きました。Claude Opus 5が83.1、
Claude Fable 5が83と僅差で続き、BenchAlign v5に基づいたこのランキングは、連鎖

思考（chain-of-thought）推論モデルの重要性を強調しています。プロプライエタリモ
デルが依然としてリードする一方で、オープンウェイトモデルのQwen3.8 Maxも競争
力を示しています。本記事は、速度よりも精度が優先される場合に推論モデルを選択

することの重要性を示唆しており、エージェンティック、コーディング、多言語タス
クにおける強力なパフォーマンスに注目しています。

公開日 2026年08月20日  BenchLM.ai  グローバル



詳細

主要成果

BenchLM.aiが発表した2026年8月時点の推論AIモデルランキングにおいて、Anthropicの
最新モデルであるClaude Mythos 5が、83.3という最高スコアを獲得し、リーダーボー
ドの首位に立ちました。Claude Opus 5が83.1、Claude Fable 5が83と、Claudeシリーズ
のモデルがトップ3を独占する結果となり、推論能力におけるAnthropicの技術的優位性
が際立っています。

技術・臨床詳細

このランキングは、LLMの推論能力を評価するために特別に設計された「BenchAlign

v5」ベンチマークに基づいて実施されました。BenchAlign v5は、特に「連鎖思考
（chain-of-thought）」推論能力を重視しており、これはモデルが複雑な問題解決にお
いて、中間ステップを明示的に生成し、論理的な思考プロセスをたどる能力を指しま
す。このアプローチにより、モデルは単に最終的な答えを出すだけでなく、その答えに
至るまでの推論過程を人間が理解しやすい形で示すことが可能になります。これは、信
頼性、説明可能性、およびデバッグの容易性といった点で極めて重要です。

Claude Mythos 5 (83.3): 最先端の推論能力を示し、特に多段階の論理的推論や複雑
な状況判断を伴うタスクで優れた性能を発揮しました。

Claude Opus 5 (83.1): Mythos 5に肉薄する性能で、幅広い推論タスクにおいて高い
精度と安定性を提供します。

Claude Fable 5 (83): Opus 5とほぼ同等の強力な推論能力を持ち、特に複雑なテキス
ト分析や戦略的思考が求められる場面で強みを発揮します。

Qwen3.8 Max: オープンウェイトモデルの中では非常に高い競争力を示し、プロプラ
イエタリモデルに迫る推論性能を発揮しています。これは、限られた予算や自己ホス
ティング環境で高性能な推論能力を求めるユーザーにとって魅力的な選択肢となりま
す。

これらの推論モデルは、エージェンティックワークフロー、高度なコーディング支援、
複雑な多言語タスクなど、精度が速度よりも優先されるアプリケーションにおいて特に
強力なツールとなります。



背景・業界文脈

AIの進化に伴い、単なる情報生成やパターン認識だけでなく、人間のような高度な推論
能力が求められる場面が増えています。特に、自動意思決定システム、科学研究、法律
分析、金融モデリングといった分野では、AIが提供する情報の正確性と、その根拠とな
る論理的プロセスが極めて重要です。BenchAlignのような専門的なベンチマークは、こ
のような高度な推論能力を客観的に評価し、AIモデル開発の方向性を示す上で不可欠な
役割を果たしています。プロプライエタリモデルが依然として性能をリードしています
が、Qwen3.8 Maxのようなオープンウェイトモデルの台頭は、AI技術の民主化と多様な
エコシステムの発展を促進する上で重要な意味を持ちます。

今後の展望

推論AIモデルの性能向上は、AIがより複雑な現実世界の課題を解決し、人間社会に貢献
する可能性を大きく広げます。今後は、さらに複雑な倫理的ジレンマや曖昧な情報を扱
う能力、そして推論プロセスをより直感的に説明できる能力がモデルに求められるよう
になるでしょう。また、マルチモーダル推論（視覚情報と言語情報を統合した推論）の
進化も加速し、AIがより包括的に世界を理解できるようになることが期待されます。こ
の競争は、AI技術の信頼性と適用範囲を拡大し、次世代のインテリジェントシステム構
築の基盤を強化していくことでしょう。

元記事: https://benchlm.ai/best/reasoning-models

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://benchlm.ai/best/reasoning-models


#09 SAP、企業ワークフローに自律型AIエージェントを導
入、2026年までに40%の企業アプリに搭載へ

概要

SAPのレポートが、企業ワークフローに自律型AIエージェントを導入し、人手の介入を
最小限に抑えながら意思決定と多段階タスク実行を可能にすることを強調した。これ
らのエージェントは、計画、推論、自律性、エージェント間連携といった特徴を持

ち、プロセス高速化、手作業削減、意思決定改善に貢献する。2026年までにエンター
プライズアプリケーションの40%にAIエージェントが搭載される見込みであり、業務
効率の劇的な向上が期待される。これはビジネスプロセスの根本的な変革を促すもの

である。

公開日 2026年08月18日  SAP  ドイツ



詳細

主要成果

SAPの発表によると、企業は自律型AIエージェントを導入することで、ワークフローの
劇的な効率化と意思決定の改善を実現する見込みです。これらのエージェントは、計画
立案から実行までを人手の介入を最小限に抑えて行い、2026年までにエンタープライズ
アプリケーションの40%に統合されると予測されています。この動きは、従来の自動化
手法と比較して、より高度な知能と柔軟性をもたらし、企業が複雑なビジネス課題に迅
速に対応できるようになることを意味します。

技術・臨床詳細

AIエージェントは、従来の固定スクリプトに従う自動化とは異なり、状況に応じて自律
的に判断を下し、行動する能力を持っています。その主要な特性としては、以下の点が
挙げられます。

計画立案 (Planning): 複雑な目標を達成するための多段階の行動シーケンスを生成す
る能力。

推論 (Reasoning): 不確実な情報や不完全な情報に基づいて論理的な結論を導き出す
能力。

自律性 (Autonomy): 人間の介入なしにタスクを開始、実行、完了する能力。

エージェント間連携 (Agent-to-agent coordination): 複数のAIエージェントが協調
してより大きな目標を達成する能力。

これらの機能により、AIエージェントは財務、サプライチェーン、顧客サービスといっ
た多様な部門で活用され、例えば異常検知、予測分析、文書処理などの分野で顕著な成
果を上げると期待されます。特に、エージェントが相互に連携することで、部門横断的
なプロセスも効率的に自動化され、組織全体の生産性が向上します。



背景・業界文脈

近年、生成AIの進化により、AIは単なるデータ分析ツールから、よりインタラクティブ
で行動指向のシステムへと変化しています。この文脈において、AIエージェントはビジ
ネスプロセスの最適化に向けた次なる大きな波として位置づけられています。多くの企
業が直面する労働力不足やコスト削減の圧力、そして市場の変化への迅速な対応の必要
性が、AIエージェントの導入を加速させる要因となっています。特に、高度なスキルを
要する知識労働者のタスクの一部をAIエージェントが担うことで、人的資源をより戦略
的な業務に再配分することが可能になります。

今後の展望

SAPは、自社が提供するエンタープライズソリューションにAIエージェント機能を積極
的に統合していく方針を示しており、企業がよりインテリジェントで適応性の高いビジ
ネス環境を構築できるよう支援します。今後、AIエージェントの能力はさらに進化し、
より複雑な意思決定や未知の状況への対応が可能になると考えられます。これにより、
企業は競争優位性を確立し、将来の成長のための新たな機会を創出できるでしょう。セ
キュリティと倫理的利用に関するガバナンスフレームワークの確立も、その普及におけ
る重要な要素となります。

元記事: https://www.sap.com/portugal/resources/ai-agents-in-enterprise-workflows

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sap.com/portugal/resources/ai-agents-in-enterprise-workflows


#10 Anthropic、AIチップ効率化のDecart AIを約60億ド
ルで買収検討、演算基盤強化で需要急増に対応

概要

AI開発企業Anthropic PBCは、AIスタートアップDecart AIを約60億ドルで買収する交渉
を進めていると報じられた。Decart AIはチップ効率を高めるソフトウェアに特化して
おり、AI学習および運用コストの削減に貢献する。この買収はAnthropicにとって過去

最大規模となり、「Claude」の需要急増に対応するため、既存の演算インフラの吸収
能力を改善することを目的としている。これは、大規模なAIモデルの展開におけるイ
ンフラのボトルネックを解消する重要な戦略となる。

公開日 2026年08月13日  NDTV Profit (Bloomberg News)  アメリカ



詳細

主要成果

AIモデル「Claude」の開発元であるAnthropic PBCが、AIチップ効率化技術を持つスター
トアップDecart AIを約60億ドルで買収する交渉を進めていると報じられました。この取
引はAnthropicにとって過去最大の規模となる見込みで、Decart AIのソフトウェアがAI

学習と運用コストを削減し、Anthropicの既存演算インフラの吸収能力を向上させるこ
とを目指しています。これにより、Anthropicは需要が急増するAIソフトウェアに対応
するための計算資源を効率的に確保できると期待されます。

技術・臨床詳細

Decart AIは、AIチップの効率性を向上させる専門ソフトウェアを開発しています。この
技術は、AIモデルのトレーニングと推論に必要な計算資源を最適化し、エネルギー消費
とハードウェア利用率を改善することで、全体的なコスト削減に直結します。特に、大
規模な言語モデル（LLM）のような計算集約型AIの需要が爆発的に増加する中、チップ
レベルでの効率化は、サービスプロバイダーにとって運用コストを大幅に削減し、より
多くのユーザーにサービスを提供するための重要な差別化要因となります。Decart AIの
技術は、既存のチップアーキテクチャに統合可能であり、迅速なスケーラビリティが期
待されます。

背景・業界文脈

近年、AI技術の急速な進歩は、データセンターの電力需要の急増と、高性能AIチップの
供給不足というボトルネックを生み出しています。特に、ChatGPTやClaudeのような先
進的なAIモデルは、膨大な計算資源を必要とし、そのトレーニングと運用には莫大な費
用がかかります。このため、AI企業は、単にチップ数を増やすだけでなく、既存のハー
ドウェアをより効率的に利用するためのソフトウェアソリューションを求めています。
Decart AIのような企業の技術は、この「計算の壁」を打破し、AIイノベーションの持続
可能性を確保するための鍵となります。Anthropicの買収交渉は、AI企業が自社のコアAI

モデル開発だけでなく、その基盤となるインフラ技術への戦略的投資を強化している明
確な兆候です。



今後の展望

Decart AIの買収が実現すれば、Anthropicは競争の激しいAI市場において、技術的優位
性をさらに強化することができます。計算効率の向上は、より高度なAIモデルを開発
し、多様なユースケースに展開するための自由度を高めるでしょう。また、コスト効率
の改善は、AIサービスの普及を促進し、新たなビジネスモデルの創出にも繋がります。
この戦略的動きは、他のAI大手企業にも影響を与え、将来のAIインフラ投資やM&A戦略
に新たなトレンドをもたらす可能性があります。

元記事: https://www.ndtvprofit.com/business/anthropic-eyes-6-billion-decart-ai-acquisition-in-its-

largest-known-deal-11906334

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ndtvprofit.com/business/anthropic-eyes-6-billion-decart-ai-acquisition-in-its-largest-known-deal-11906334
https://www.ndtvprofit.com/business/anthropic-eyes-6-billion-decart-ai-acquisition-in-its-largest-known-deal-11906334


#11 EU AI Act、2026年8月2日に主要規則適用開始、高リ
スクAIシステムに厳格な規制

概要

EU AI Act（Regulation (EU) 2024/1689）の主要な規則が2026年8月2日に適用開始さ
れ、EU圏内の製品、サービス、プロセスにおけるAI利用に大きな影響を与える。この
法律はリスクベースアプローチを採用し、AIシステムを分類して高リスクシステムに

はリスク管理、データ品質、ロギング、透明性、人間による監視、精度、堅牢性、サ
イバーセキュリティに関する厳格な要件を課す。企業は広範なコンプライアンス対応
が求められ、違反した場合の罰則も重い。この規制はAI開発・展開における信頼性と

安全性を高めることを目指す。

公開日 2026年08月20日  NetSuite  アメリカ



詳細

主要成果

欧州連合（ EU）の AI規制法である「 EU AI Act」（正式名称： Regulation (EU)

2024/1689）の主要な規則が、2026年8月2日から適用開始されます。この法律は、EU市
場に展開されるAIシステム全般に適用され、特に「高リスク」と分類されるAIシステム
に対しては、リスク管理、データ品質、ロギング、透明性、人間による監視、精度、堅
牢性、サイバーセキュリティに関する厳格な要件が課されます。これにより、AIシステ
ムの信頼性と安全性が大幅に向上することが期待されます。

技術・臨床詳細

EU AI Actは、AIシステムをそのリスクレベルに応じて4つのカテゴリ（許容できないリ
スク、高リスク、限定的リスク、最小リスク）に分類する「リスクベースアプローチ」
を採用しています。最も厳しい規制を受ける「高リスクAIシステム」は、例えば以下の
ような分野で利用されるものです。

重要インフラ（エネルギー、交通など）の管理・運用

教育・職業訓練におけるアクセス・評価

雇用・労働者管理・フリーランスサービスへのアクセス

公共サービスおよび福利厚生の利用可能性・享受に関するアクセス

法執行機関による利用

移民・亡命・国境管理における利用

司法行政および民主的プロセスにおける利用

これらのシステムを開発・提供する企業は、厳格な品質管理システムを確立し、CEマー
キング取得プロセスを経る必要があります。また、システムが使用するデータセットの
ガバナンス、開発中のデータロギング、人間の監督メカニズムの組み込み、技術文書の
維持管理も義務付けられます。違反した場合の罰則は、企業の世界年間売上高の最大
7%または3500万ユーロ（いずれか高い方）に達する可能性があります。



背景・業界文脈

EU AI Actは、世界で初めてAIに特化した包括的な法的枠組みであり、AI技術の潜在的な
リスクに対処し、消費者の信頼を確保することを目的としています。この法律は、AIの
倫理的な開発と利用を促進し、EUがAIガバナンスのグローバルスタンダードを設定する
ことを目指しています。米国や他の地域でもAIに関する規制の議論が進む中、EUの動き
は国際的なAI規制の方向性に大きな影響を与えるものと見られています。企業は、EU市
場での事業継続のため、この新しい規制への広範なコンプライアンス対応が不可欠とな
ります。

今後の展望

2026年8月2日の主要規則適用開始後、企業はAIシステムの設計、開発、展開、運用にお
いて、より高い透明性、説明責任、堅牢性を確保する必要があります。これにより、よ
り安全で信頼性の高いAI製品とサービスが市場に提供され、消費者や社会のAIに対する
信頼が向上することが期待されます。規制当局は、国境を越えたAIシステムの監視と執
行において、協力体制を強化していくでしょう。企業にとっては、AIガバナンス戦略を
早期に確立し、既存のシステムを評価・改修することが、競争力を維持するための鍵と
なります。

元記事: https://www.netsuite.co.uk/portal/uk/resource/articles/erp/eu-ai-act.shtml

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.netsuite.co.uk/portal/uk/resource/articles/erp/eu-ai-act.shtml


#12 Network Bio、5000万ドルの資金調達と3000万ドル
超のAI提携で疾患特異的AIモデル開発に着手

概要

Network Bioが5000万ドルの資金調達を完了し、さらにFortune 100のヘルスケア企業
との間で3000万ドルを超えるAIパートナーシップを締結して事業を開始した。同社
は、長期的な患者アウトカムにリンクしたマルチモーダルな生物学的情報を用いて、

疾患特異的なAIモデルを訓練するライフサイエンスプラットフォームを開発してい
る。この提携は、個別の疾患ごとにAIシステムを構築するのではなく、より広範な生
物学的原則を学習する次世代AIモデルを実世界の臨床応用に活用することを目指して

いる。これにより、創薬研究や個別化医療の効率が飛躍的に向上すると期待される。

公開日 2026年08月20日  Pulse 2.0  アメリカ



詳細

主要成果

Network Bioは、5000万ドルの新規資金調達と、Fortune 100に名を連ねる大手ヘルスケ
ア企業との間で3000万ドルを超えるAIパートナーシップを締結し、正式に事業を開始し
ました。同社は、多様な生物学的情報と患者の長期的な臨床転帰を関連付けて学習させ
ることで、疾患特異的なAIモデルを開発する独自のライフサイエンスプラットフォーム
を構築しています。この戦略的な提携は、疾患ごとに個別のAIシステムを必要とする既
存のアプローチを超え、広範な生物学的原理を理解する次世代AIモデルを臨床現場に応
用することを目指しています。

技術・臨床詳細

Network Bioのプラットフォームは、ゲノムデータ、プロテオミクス、イメージングデ
ータ、電子カルテなどのマルチモーダルな生物学的データを統合し、これを実際の患者
の疾患進行、治療反応、および長期的な予後と紐付けます。この膨大なデータセットと
機械学習を組み合わせることで、AIモデルは疾患の複雑なメカニズムをより深く理解
し、病態予測、診断支援、治療選択の最適化を行うことが可能になります。既存のAIモ
デルがしばしば特定の疾患やデータセットに過度に特化するのに対し、Network Bioの
アプローチは、より汎用性の高い「基盤モデル」のような形で生物学的な洞察を生み出
すことを目指しています。これにより、将来的には、新たな疾患の予測や、個別化医療
の推進に大きく貢献することが期待されています。

背景・業界文脈

現代の医療とライフサイエンス分野では、データの爆発的な増加と複雑性の増大が課題
となっています。創薬から臨床診断、治療に至るまで、意思決定プロセスは依然として
多くの手作業と経験則に依存しており、効率化が強く求められています。AI技術は、こ
の課題を解決するための有力な手段として注目されていますが、実世界の多種多様な臨
床データを効率的に統合し、信頼性の高いモデルを構築することは容易ではありません
でした。Network Bioのような企業は、このような課題に対して、マルチモーダルデー
タと長期的な患者アウトカムを結びつけることで、より実用的で影響力の高いAIソリュ
ーションを提供しようとしています。大手ヘルスケア企業との提携は、その技術が実際
の医療現場で高い価値を持つと認識されていることを示唆しています。



今後の展望

Network Bioの取り組みは、個別化医療の実現と、創薬プロセスの大幅な加速に貢献す
る可能性を秘めています。より広範な生物学的原理を学習できるAIモデルは、未診断疾
患や希少疾患の解明、新しい治療標的の発見、既存薬の新たな適用法の特定など、様々
な領域でブレークスルーを生み出すことが期待されます。今回の資金調達と大手企業と
の提携は、同社の技術開発を加速させると同時に、そのAIモデルが実際に臨床応用さ
れ、患者ケアの質を向上させる道筋を明確にしています。将来的には、これらのモデル
が医療従事者の意思決定を支援し、より迅速で的確な診断・治療を可能にすることで、
医療システム全体の変革を促すことでしょう。

元記事: https://pulse2.com/network-bio-launches-with-50-million-financing-and-30-million-ai-

partnership-to-build-disease-specific-models/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pulse2.com/network-bio-launches-with-50-million-financing-and-30-million-ai-partnership-to-build-disease-specific-models/
https://pulse2.com/network-bio-launches-with-50-million-financing-and-30-million-ai-partnership-to-build-disease-specific-models/


#13 AIワークロードがデータセンターの電力需要とインフ
ラ計画を根本的に変革、2030年までに消費電力が倍増予
測

概要

AIワークロードがデータセンターの電力需要とインフラ計画に甚大な影響を与えてい

る。AIトレーニングクラスターは高出力GPUと特殊なシステムを用いるため、ラック
あたりの計算、熱、電力負荷が集中し、液冷、大型変電所、強力なバックアップ電源
の必要性を高めている。国際エネルギー機関（IEA）は、世界のデータセンターの電力

消費量が2030年までに2倍以上になると予測しており、施設設計の抜本的な見直し
と、電力・冷却と計算アーキテクチャの統合が不可欠となる。これは、業界全体に戦
略的な再構築を促すものである。

公開日 2026年08月17日  Data Center Dynamics  イギリス



詳細

主要成果

AIワークロードの急増が、データセンターの電力需要とインフラ計画を根本的に再構築
しています。特にAIトレーニングクラスターは、高密度なGPUと特殊なシステムを用い
るため、ラックあたりの計算、熱、電力負荷が飛躍的に増大しています。国際エネルギ
ー機関（IEA）は、このトレンドが世界のデータセンターの電力消費量を2030年までに2

倍以上に押し上げると予測しており、液冷技術、より大規模な変電所、そして強化され
たバックアップ電源システムの導入が不可欠となっています。この状況は、データセン
ターの設計と運用における抜本的な変革を要求しています。

技術・臨床詳細

従来のデータセンター設計は、ラックあたりの平均電力密度が数キロワットを想定して
いましたが、最新のAIサーバー、特にNVIDIAのGB300のような製品は、1ラックあたり
100kWを超える電力を消費することが珍しくありません。このような高密度な計算負荷
は、大量の熱を発生させるため、従来の空冷システムでは対応が困難です。そのため、
液体冷却（特にコールドプレート技術）が必須となり、液冷市場は急成長を遂げていま
す。また、AIデータセンターは、数十メガワットからギガワット級の電力供給が必要と
なり、地域電力網への影響も無視できません。これには、専用の大型変電所の設置や、
再生可能エネルギー源との統合、さらには緊急時の安定稼働を保証するための高度なバ
ッテリーバックアップシステムや冗長電源ルートの確保が求められます。

背景・業界文脈

生成AIや大規模言語モデル（LLM）の急速な普及は、前例のない計算需要を生み出して
います。これにより、データセンターは、単なるサーバーの保管場所から、高度な電
力・冷却エンジニアリングが不可欠な戦略的資産へとその位置づけを変えつつありま
す。AIチップ製造におけるHBM（高帯域幅メモリ）と先進パッケージングがコストの
60%以上を占めるようになるなど、サプライチェーン全体もAI需要によって再編されて
います。データセンター事業者は、環境負荷低減の要求にも応えながら、持続可能かつ
スケーラブルなAIインフラを構築するという二重の課題に直面しています。既存のデー
タセンターの多くは、AIワークロードに対応するために大幅な改修または建て替えが必
要となるでしょう。



今後の展望

AIワークロードによるデータセンターインフラの変革は今後も加速し、電力と冷却が計
算アーキテクチャと不可分に統合される「コンピュート・センタリング」された設計が
主流となるでしょう。これにより、データセンターのロケーション選定は、クリーンエ
ネルギーの利用可能性、電力グリッドの信頼性、水資源のアクセス可能性といった要素
に基づいて行われるようになります。また、AIチップの進化と並行して、効率的な冷却
技術や電力管理システムへの投資がさらに拡大するでしょう。データセンターの設計者
や運営者は、AI時代に対応するために、持続可能性、効率性、スケーラビリティを兼ね
備えた革新的なソリューションを継続的に追求していく必要があります。

元記事: https://www.dcmarketinsights.com/news/how-ai-workloads-are-reshaping-data-center-power-

demand-and-infrastructure-planning

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dcmarketinsights.com/news/how-ai-workloads-are-reshaping-data-center-power-demand-and-infrastructure-planning
https://www.dcmarketinsights.com/news/how-ai-workloads-are-reshaping-data-center-power-demand-and-infrastructure-planning


#14 EU AI Act施行で製造業にAIガバナンス義務化、違反
には世界年間売上高の7%の罰則も

概要

EU AI Actなどの規制強化により、2026年に製造業におけるAIガバナンスポリシーの導
入が加速している。この法律は、リスク分類、広範な文書化、人間による監視、詳細
な記録保持をAIシステムに義務付け、違反した場合の罰則は世界年間売上高の最大7%

に達する。米国でも州レベルの透明性およびガバナンス義務が存在し、製造業者はサ
イバー保険の適用範囲ギャップを避けつつ、堅牢なAIガバナンス戦略の実施が急務と
なっている。これは企業の競争力と存続に直接影響を与える。

公開日 2026年08月19日  Entech  アメリカ



詳細

主要成果

2026年に入り、EU AI ActをはじめとするAI規制が製造業に厳格なAIガバナンスポリシー
の導入を義務付けています。この規制は、AIシステムのリスク分類、詳細な文書化、人
間による監視、そして厳格な記録保持を要求し、違反した場合には企業の世界年間売上
高の最大7%に相当する巨額の罰則が科される可能性があります。米国においても州レ
ベルでの透明性とガバナンスの義務化が進んでおり、製造業者はサイバー保険の適用範
囲ギャップを回避し、法的リスクとビジネスリスクを軽減するために、堅牢なAIガバナ
ンス戦略を速やかに構築・実施することが喫緊の課題となっています。

技術・臨床詳細

製造業におけるAIガバナンスは、AIライフサイクル全体を通じてリスクを管理し、倫理
的かつ法的な要求事項を遵守することを目的としています。具体的には、以下の要素が
含まれます。

リスク分類と評価: 製造プロセスや製品に組み込まれるAIシステムの潜在的リスク
（安全性、プライバシー、倫理性など）を識別し、高リスクAIには追加的な要件を適
用します。

文書化と透明性: AIシステムの設計、開発、テスト、展開に関する包括的な技術文書
を維持し、その意思決定プロセスや性能に関する透明性を確保します。

人間による監視 (Human Oversight): AIシステムが意図せず有害な結果を生み出す可
能性を軽減するため、人間が介入し、監視するメカニズムを設計に組み込みます。

データ品質とガバナンス: AIシステムの訓練に使用されるデータの品質、バイアス、
プライバシーを管理し、データガバナンスフレームワークを確立します。

サイバーセキュリティ: AIシステムに対するサイバー攻撃のリスクを軽減し、システ
ムの堅牢性を確保するための対策を講じます。

これらの要件は、製造業者がAIを導入する際のコストと複雑性を増大させますが、同時
に信頼性の高いAIシステムを構築し、長期的な企業価値を向上させるための基盤となり
ます。



背景・業界文脈

AIの導入が製造業の生産性向上やイノベーション加速に不可欠となる一方で、AIの誤作
動、バイアス、データプライバシー侵害、サイバー攻撃といったリスクも顕在化してい
ます。各国・地域は、これらのリスクに対処し、AIの責任ある利用を促進するために規
制の枠組みを急速に整備しています。特にEU AI Actは、その適用範囲の広さと罰則の厳
しさから、グローバルに事業を展開する製造業にとって最も影響の大きい規制の一つで
す。米国の規制はEUほど統一されていませんが、各州で独自のAI関連法が制定されてお
り、企業は複雑な法的環境への対応を迫られています。

今後の展望

製造業は、AIガバナンスを単なるコンプライアンス課題としてではなく、競争優位性を
確立するための戦略的投資と捉える必要があります。堅牢なガバナンスフレームワーク
を構築することで、企業はAI技術を安全かつ倫理的に活用し、製品の品質向上、プロセ
スの最適化、新たなビジネスモデルの創出を進めることができます。AIガバナンスの専
門知識を持つ人材の育成や、AIガバナンスツール、コンサルティングサービスの需要も
高まるでしょう。将来的には、AIガバナンスが企業の標準的な業務プロセスの一部とな
り、AIの信頼性と責任ある利用が産業界全体の基盤となることが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#16 AI半導体競争、TSMCのCoWoSがリードする中、先進
パッケージングに軸足移行 – 5年で1.3億個のアクセラレー
タが出荷予定

概要

AI半導体市場の競争軸が、プロセスノードから先進パッケージングへと移行してい

る。今後5年間で1億3000万個以上のAIアクセラレータが、先進パッケージ化されたオ
ンチップメモリと共に製品化される見込みだ。TSMCのCoWoS技術が市場をリードす
る中、IntelはEMIB、ZAM、XBMといった代替技術を追求し、パッケージングとメモリ

統合の課題解決を目指している。効率的なメモリと演算処理の統合が極めて重要にな
っており、先進パッケージング分野での競争が激化している。これはAIチップの性能
とコスト効率を決定する新たなボトルネックとなっている。

公開日 2026年08月20日  The Korea Economic Daily  韓国



詳細

主要成果

AI半導体市場における競争の焦点は、従来の微細なプロセスノード開発から、高性能な
「先進パッケージング」技術へと急速に移行しています。今後5年間で、1億3000万個を
超えるAIアクセラレータが、先進パッケージ化されたオンチップメモリ（特にHBM）と
共に市場に出荷される見込みです。現在、 TSMCのCoWoS（Chip-on-Wafer-on-

Substrate）技術がこの分野をリードしていますが、IntelはEMIB、SoftBank SAIMEMORY

と共同開発したZAM、そしてXBMといった独自の代替技術を開発し、メモリと演算処理
の効率的な統合における課題解決を目指しています。このシフトは、AIチップの性能と
コスト効率を決定する新たなボトルネックとして浮上しており、先進パッケージング市
場での激しい競争を促しています。

技術・臨床詳細

AIチップの性能を最大限に引き出すためには、プロセッサ（CPU/GPU）とメモリ間のデ
ータ転送速度がボトルネックとならないようにすることが不可欠です。先進パッケージ
ング技術は、この「メモリの壁」を克服するために開発されており、高帯域幅メモリ
（HBM）をプロセッサのすぐ近くに積層することで、データ転送の遅延とエネルギー消
費を大幅に削減します。

TSMCのCoWoS: シリコンインターポーザを介してHBMとロジックチップを統合する
技術で、現在の業界標準です。これにより、極めて高い帯域幅と低い電力消費を実現
します。しかし、CoWoSの生産能力は依然として需要に追いついておらず、AIチッ
プの供給制約の一因となっています。

IntelのEMIB (Embedded Multi-die Interconnect Bridge): 小さなシリコンブリッジ
を使用して複数のダイを接続する技術で、CoWoSよりもコスト効率が高く、製造の
柔軟性に優れています。

IntelのZAM (Zero-Altitude Memory): SoftBank SAIMEMORYとの共同開発で、より
緊密なメモリ統合を目指す技術です。

IntelのXBM (eXtended Bandwidth Memory): さらなる高帯域幅を提供する次世代
メモリ統合技術として開発が進められています。

これらの技術は、「性能の壁」（演算効率の限界）や「銅の壁」（従来の配線技術の限
界）といった課題にも対処し、チップ全体の効率を向上させることを目指しています。



背景・業界文脈

AI、特に生成AIの急速な進化は、AIチップの需要を爆発的に増加させています。NVIDIA

H100のような最先端AIアクセラレータの製造コストが3,320ドル、GB200スーパーチッ
プが14,200ドルに達し、その費用の60%以上がHBMメモリと先進パッケージングに起因
していることが明らかになっています。これは、AIチップの性能向上だけでなく、その
製造コストと供給可能性において、パッケージング技術が決定的な役割を果たすことを
示しています。各半導体メーカーは、HBMメモリの確保と先進パッケージング能力の拡
大に巨額の投資を行い、この新たな競争領域での優位性を確立しようとしています。

今後の展望

先進パッケージングは、今後数年間でAIチップ開発の最も重要な推進力の一つとなるで
しょう。TSMCとIntelだけでなく、Samsungなどの他の大手半導体メーカーも、独自の
パッケージング技術を開発・強化し、市場シェアを争うことが予想されます。この競争
は、AIチップの性能をさらに引き上げ、より小型で電力効率の高いAIシステムを実現す
る可能性があります。また、効率的なメモリ統合とパッケージング技術は、自動運転、
エッジAI、ロボティクスといった新たな応用分野でのAIの普及を加速させる鍵となりま
す。半導体業界は、この1兆ドル規模のボトルネックを解消するために、材料科学、設
計、製造プロセスの革新を継続的に追求していくでしょう。

元記事: https://biz.chosun.com/en/en-it/2026/08/20/A4SSMCAGVZBUZHQ7PBXM5PC6L4/?

outputType=amp

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://biz.chosun.com/en/en-it/2026/08/20/A4SSMCAGVZBUZHQ7PBXM5PC6L4/?outputType=amp
https://biz.chosun.com/en/en-it/2026/08/20/A4SSMCAGVZBUZHQ7PBXM5PC6L4/?outputType=amp


#17 企業ワークフローに「エージェント型AI」が台頭、自
律的推論・多段階アクション実行で業務変革を加速

概要

AIワークフロー自動化は単純なタスク自動化を超え、「エージェント型AI」システム
へと進化している。エージェント型AIは、複数の部門やツールを横断して自律的に推
論し、多段階のアクションを実行するよう設計されている。これらのシステムは、ク

ロスファンクショナルな意思決定や承認プロセスを管理するオーケストレーション層
として機能し、企業ワークフロー内の新しいポリシーやリアルタイム条件に適応する
ことで、ビジネスプロセスの根本的な変革を推進する。これにより、企業はより複雑

な業務を効率的かつ柔軟に自動化できる。

公開日 2026年08月14日  Moveworks  アメリカ



詳細

主要成果

企業ワークフロー自動化の分野において、従来の単純なタスク自動化から、より高度な
「エージェント型AI」システムへの進化が加速しています。エージェント型AIは、自律
的に推論し、複数のステップにわたるアクションを様々な部門やツールを横断して実行
する能力を持ちます。これらのシステムは、クロスファンクショナルな意思決定や承認
プロセスを管理するオーケストレーション層として機能し、企業内の新しいポリシーや
リアルタイムな状況の変化に柔軟に適応することで、ビジネスプロセスの根本的な変革
を推進します。

技術・臨床詳細

エージェント型AIは、大規模言語モデル（LLM）などの基盤技術を核とし、その上に推
論、計画、ツール利用、自己修正などの機能が組み合わされています。主な特徴と動作
原理は以下の通りです。

自律性: 人間からの明示的な指示がなくても、目標達成に向けてタスクを開始、実
行、完了できる。

推論と計画: 問題を分解し、解決策を導き出し、それに従って行動計画を立てる能
力。例えば、顧客からの複雑な問い合わせに対して、過去のデータや関連システムか
ら情報を収集し、最適な解決策を提案する。

ツール利用: データベース検索、API呼び出し、既存のビジネスアプリケーション操
作など、多様な外部ツールやシステムと連携して情報を取得したり、アクションを実
行したりできる。

適応性: 状況の変化や新しい情報に応じて、計画や行動を動的に調整できる。例え
ば、サプライチェーンの混乱発生時に、代替の供給元を自動的に探索し、承認プロセ
スを開始する。

多段階アクション実行: 単一のタスクだけでなく、複数の連続したステップや相互依
存するタスクを統合的に管理・実行できる。

これにより、エージェント型AIは、経費精算、オンボーディング、ITサポート、営業活
動など、多くのバックオフィス業務やフロントオフィス業務で複雑なワークフローを自
動化し、エラー率を低減しつつ、処理速度を向上させます。



背景・業界文脈

これまでのAIによる自動化は、主にRPA（Robotic Process Automation）やシンプルなス
クリプトベースの自動化が主流でした。これらは定型的なタスクの効率化には貢献しま
したが、非定型的な状況への対応や、複数のシステム・部門を横断する複雑なプロセス
には限界がありました。生成AIの登場により、AIが人間の言葉を理解し、推論する能力
が飛躍的に向上したことで、エージェント型AIへの道が開かれました。企業は、業務の
サイロ化、データの一貫性不足、変化の速い市場環境への対応といった課題に直面して
おり、エージェント型AIはこれらの課題に対する新たな解決策として期待されていま
す。

今後の展望

エージェント型AIは、今後数年間で企業におけるデジタル変革の中核を担う技術となる
でしょう。これにより、企業はこれまで自動化が困難だった領域（例：戦略立案支援、
複雑な問題解決、クリエイティブなコンテンツ生成）にもAIを活用できるようになりま
す。将来的には、人間とAIエージェントが協調して働き、人間の高レベルな意思決定と
AIの高速な実行力を組み合わせた「ヒューマン・イン・ザ・ループ」システムが一般化
すると予測されます。エージェント型AIの普及は、企業の競争力を高めるだけでなく、
従業員がより付加価値の高い業務に集中できる環境を創出し、働き方そのものを変革す
る可能性を秘めています。

元記事: https://www.moveworks.com/us/en/resources/blog/what-is-ai-workflow-automation-impacts-

business-processes

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.moveworks.com/us/en/resources/blog/what-is-ai-workflow-automation-impacts-business-processes
https://www.moveworks.com/us/en/resources/blog/what-is-ai-workflow-automation-impacts-business-processes


#18 AIデータセンター需要急増で電力・冷却インフラ設備
への投資が加速、液冷市場は2035年までに232.3億ドルに
拡大

概要

AI需要の急増が産業機器サプライチェーンを再編し、データセンターの電力および冷

却インフラへの大規模な投資を促進している。高密度AIコンピューティング施設を展
開するハイパースケーラーやクラウドプロバイダーのニーズに応えるため、発電機、
電気システム、エネルギー貯蔵、冷却技術のメーカーは生産を拡大している。特にAI

アクセラレータによって発生する熱の増加に対応するため、液冷技術が不可欠とな
り、世界のAIデータセンター液冷市場は2035年までに232.3億ドルに達すると予測され
ている。この動きは、AIインフラ市場の根本的な変化を示している。

公開日 2026年08月18日  DataM Intelligence  インド



詳細

主要成果

AI需要の爆発的な増加は、産業機器のサプライチェーンを根本から再編し、データセン
ターの電力および冷却インフラへの投資を飛躍的に加速させています。高密度AIコンピ
ューティング施設を構築するハイパースケーラーやクラウドプロバイダーのニーズに応
えるため、発電機、電気システム、エネルギー貯蔵、冷却技術のメーカーは生産能力を
大幅に拡大しています。特に、AIアクセラレータから発生する大量の熱に対処するた
め、液体冷却技術が不可欠なソリューションとして台頭しており、世界のAIデータセン
ター液冷市場は2035年までに232.3億ドル規模に成長すると予測されています。

技術・臨床詳細

AIワークロードは、従来のサーバーと比較してはるかに高い電力密度と熱発生量を特徴
とします。NVIDIAの最新GPUクラスターのように、1ラックあたりの消費電力が100kW
を超えることも珍しくありません。このような極端な熱負荷に対応するため、以下のよ
うな冷却技術が導入されています。

コールドプレート液冷: GPUなどの熱源に直接冷却液を循環させることで、効率的に
熱を吸収します。現在、AIデータセンターの液冷市場で主要な技術となっています。

浸漬液冷: サーバー全体を非導電性の冷却液に浸す技術で、最高の熱密度対応能力を
持ち、電力効率も優れていますが、導入コストと複雑性が課題です。

電力インフラの面では、データセンターは大規模な電力供給と配電システムを必要とし
ています。これには、電力網からの安定した供給を確保するための高電圧変電所、停電
時に備えたUPS（無停電電源装置）と大容量バッテリー、そしてディーゼル発電機など
のバックアップ電源が不可欠です。エネルギー貯蔵ソリューションは、ピーク負荷時の
電力供給を平準化し、再生可能エネルギーとの統合を可能にする上で重要な役割を果た
しています。



背景・業界文脈

ChatGPTのような生成AIモデルの登場以来、AI技術への投資は世界中で急増していま
す。これに伴い、AIモデルのトレーニングと推論に必要な計算資源も爆発的に増加し、
既存のデータセンターインフラでは対応しきれない状況が生まれています。国際エネル
ギー機関（IEA）は、データセンターの電力消費量が2030年までに現在の2倍以上に達す
ると予測しており、この需要を満たすためには、既存施設の改修だけでなく、新しい、
より高性能なデータセンターの建設が不可欠です。この状況は、半導体メーカー、デー
タセンター事業者、そして電力・冷却設備メーカー間のエコシステム全体における協力
とイノベーションを促進しています。

今後の展望

AIデータセンターのブームは、今後も数年間にわたり持続的な成長を見せるでしょう。
特に、液冷技術はAIインフラの標準機能となり、その普及率はさらに上昇すると予測さ
れます。これに伴い、液冷システムの効率化、コスト削減、および導入の簡素化に向け
た技術革新が進むでしょう。電力供給の安定化と持続可能性も重要な課題であり、デー
タセンターはスマートグリッドとの連携や、小型モジュール炉（SMR）のような新たな
発電技術の導入を検討する可能性があります。この市場の成長は、データセンター関連
産業全体に多大なビジネスチャンスをもたらし、次世代のAI駆動型経済を支える基盤を
形成します。

元記事: https://www.datamintelligence.com/news/ai-data-center-boom-demand-power-cooling-

infrastructure-equipment

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.datamintelligence.com/news/ai-data-center-boom-demand-power-cooling-infrastructure-equipment
https://www.datamintelligence.com/news/ai-data-center-boom-demand-power-cooling-infrastructure-equipment


#19 TrendForce予測：液冷がAIインフラを席巻、2026年
にはAIチップの53%に導入、Googleが採用を牽引

概要

TrendForceのレポートによると、液冷技術がハイエンドAIインフラの標準となりつつ
あり、2026年までにAIチップにおける液冷の普及率は53%に達し、2027年には約60%

に上昇すると予測されている。この加速は、NVIDIA、AMD、Googleの高度なAIチップ

の熱設計電力（TDP）が1kWを超えるまでに増加していることに起因する。Googleは
AIサーバーの80%以上で既に液冷を採用しており、この技術の普及を牽引している。
これはAIデータセンターの設計と運用の新たな標準を確立するものである。

公開日 2026年08月20日  ET Datacenters  インド



詳細

主要成果

市場調査会社TrendForceの最新レポートは、液体冷却技術がハイエンドAIインフラの新
たな標準として急速に台頭していることを明らかにしました。同レポートによると、
2026年までにAIチップにおける液冷の普及率は53%に達し、2027年には約60%にまで上
昇すると予測されています。この劇的な普及は、NVIDIA、AMD、Googleといった主要
なAIチップメーカーが開発する高度なAIチップの熱設計電力（TDP）が1kWを超えるレ
ベルに増加したことが主な要因です。特にGoogleは、そのAIサーバーの80%以上で既に
液冷システムを導入しており、この業界トレンドを強力に牽引しています。

技術・臨床詳細

AIチップのTDPが1kWを超える高水準に達すると、従来の空冷システムではチップから
発生する熱を効率的に除去することが極めて困難になります。液冷は、熱伝導率の高い
液体（水や誘電体液）を直接熱源に接触させることで、空気よりもはるかに効率的に熱
を吸収・排出することができます。主な液冷方式には、チップに直接コールドプレート
を取り付ける「ダイレクト液冷（コールドプレート式）」や、サーバーラック全体を冷
却液に浸す「浸漬液冷」があります。コールドプレート式は、特に高密度GPUクラスタ
ーで広く採用されており、Googleをはじめとするハイパースケーラーが積極的に導入し
ています。これにより、サーバーラックあたりの電力密度を大幅に高めることが可能と
なり、データセンターの設置面積を最適化しつつ、計算能力を飛躍的に向上させること
ができます。また、液冷は空冷に比べて運用時のエネルギー消費量も削減できるため、
データセンターのPUE（電力使用効率）改善にも貢献します。

背景・業界文脈

AIワークロードの急増は、データセンターの電力消費と熱管理に未曾有の課題をもたら
しています。AIモデルの複雑化と大規模化に伴い、AIチップの性能向上は止まらず、そ
れに伴う熱発生量も増加の一途をたどっています。従来のデータセンター設計は、主に
空冷を前提としており、ラックあたりの電力密度が限られていました。しかし、AIサー
バーの需要が爆発的に増加する中、データセンター事業者は、既存のインフラを根本的
に見直し、高密度なAIコンピューティングをサポートするための新しい冷却ソリューシ
ョンを模索せざるを得なくなっています。Googleのような業界のリーダー企業が液冷を
大規模に導入していることは、この技術が単なるニッチなソリューションではなく、AI

インフラの主流となることを明確に示しています。



今後の展望

TrendForceの予測が示すように、液冷技術はAIインフラストラクチャにおける不可欠な
要素となり、その市場規模は今後も拡大し続けるでしょう。液冷システムのさらなる効
率化、信頼性の向上、導入コストの削減が、今後の技術開発の焦点となります。これに
より、より多くの企業が液冷を採用しやすくなり、AI技術の普及がさらに加速する可能
性があります。データセンター事業者は、液冷ソリューションを戦略的に導入すること
で、AIワークロードの要求を満たしつつ、エネルギー効率と持続可能性の目標を達成す
ることが求められます。これは、データセンター産業全体に大きな投資と革新の機会を
もたらし、次世代AI技術の基盤を築くことになります。

元記事: https://datacenters.economictimes.indiatimes.com/news/energy-cooling-sustainability/liquid-

cooling-to-dominate-ai-infrastructure-by-2026-trendforce/133363647

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://datacenters.economictimes.indiatimes.com/news/energy-cooling-sustainability/liquid-cooling-to-dominate-ai-infrastructure-by-2026-trendforce/133363647
https://datacenters.economictimes.indiatimes.com/news/energy-cooling-sustainability/liquid-cooling-to-dominate-ai-infrastructure-by-2026-trendforce/133363647


#20 AI買収市場が活発化、StripeがOpenRouterを70億ド
ル超で、SpaceXがCursorを600億ドルで買収完了

概要

AIセクターで複数の大型M&Aが報告された。Stripeは、800万人の開発者にサービスを
提供するAIモデルゲートウェイOpenRouterを70億ドル超で買収を完了した。また、
SpaceXはAIコーディングスタートアップCursor (Anysphere, Inc.)を600億ドルで買収し

た。その他、FortinetがVirtue AIを、StiggがReceived.aiを買収し、AI市場における戦略
的統合が加速している。これらの買収は、AI技術の獲得と既存事業への統合を目的と
している。

公開日 2026年08月17日  Superpower Daily  アメリカ



詳細

主要成果

AI業界は、特に大規模な資金が動くM&A活動によって、その再編と成長を加速させて
います。最近の動向として、決済サービスのStripeがAIモデルゲートウェイの
OpenRouterを70億ドル超で買収を完了したことが発表されました。OpenRouterは800

万人の開発者にサービスを提供しており、StripeのAI戦略に不可欠なピースとなるでし
ょう。さらに、SpaceXはAIコーディングスタートアップのCursor（旧Anysphere, Inc.）
を600億ドルという巨額で買収しました。これらに加え、FortinetによるVirtue AIの買収
（条件非公開）や、StiggによるReceived.aiの買収（利用ベース契約管理と請求機能の統
合）も報告されており、AI技術の獲得と既存事業への統合が活発化していることを示し
ています。

技術・臨床詳細

これらの買収は、特定のAI技術やプラットフォームを自社のエコシステムに取り込むこ
とで、競争優位性を確立しようとする企業の戦略を反映しています。

StripeとOpenRouter: OpenRouterは、複数のAIモデルへのアクセスを統合するゲー
トウェイサービスであり、開発者が様々なモデルを簡単に試したり、切り替えたりす
ることを可能にします。Stripeがこれを買収することで、自社の決済プラットフォー
ムに高度なAI機能を組み込み、不正検出、顧客サポートの自動化、パーソナライズさ
れた金融サービスなどを強化することが可能になります。数百万の開発者ベースを持
つOpenRouterの顧客層も、Stripeの成長に寄与するでしょう。

SpaceXとCursor: Cursorは、AIによるコード生成や自動バグ修正など、ソフトウェア
開発を支援するツールを提供しています。SpaceXがCursorを買収したことで、同社
のロケット開発、衛星ネットワーク運用、その他複雑なエンジニアリングプロジェク
トにおけるソフトウェア開発の効率と精度を劇的に向上させることが期待されます。
600億ドルという評価額は、AIによるソフトウェアエンジニアリングの市場価値と、
SpaceXがこの技術に置く戦略的価値の高さを示しています。

FortinetとVirtue AI: Fortinetはサイバーセキュリティのリーディングカンパニーであ
り、Virtue AIの買収は、AIを活用した脅威検知、自動応答、セキュリティ運用センタ
ー（SOC）の効率化を目的としていると考えられます。



StiggとReceived.ai: StiggはAI使用量ベースの課金プラットフォームを提供してお
り、Received.aiの買収により、契約管理と請求機能を強化し、より包括的なソリュー
ションを提供できるようになります。

背景・業界文脈

AI技術の進化は、あらゆる産業分野で製品開発、業務効率化、新たなビジネスモデル創
出の機会をもたらしています。そのため、大手テクノロジー企業は、自社のAI能力を迅
速に強化するために、有望なAIスタートアップの買収に積極的です。特に、生成AI、自
律エージェント、AIによるソフトウェア開発といった分野は、高い戦略的価値を持つと
評価されています。これらの買収は、単に技術や人材を獲得するだけでなく、市場にお
けるリーダーシップを確立し、将来の成長のための基盤を固めるという、より大きな戦
略の一環として行われています。AI市場は依然として流動的であり、今後もこうした統
合が活発に続くことが予想されます。

今後の展望

これらの大型買収は、AI技術の産業への本格的な統合が加速していることを示唆してい
ます。StripeとSpaceXのケースは、AIが金融サービスや航空宇宙のような多様な分野
で、中核的な競争要因となりつつあることを明確にしています。今後、AIの専門企業だ
けでなく、既存産業の企業もAIスタートアップへの投資や買収を強化し、自社の事業モ
デルを変革しようとする動きが活発になるでしょう。これにより、AIエコシステム全体
がさらに成熟し、技術革新が加速すると同時に、市場の再編と集中が進むことが予想さ
れます。企業は、AIのM&A動向を注視し、自社の成長戦略にAI技術をどのように組み込
むかを検討する必要があります。

元記事: https://superpowerdaily.com/signals/acquisitions

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://superpowerdaily.com/signals/acquisitions


#21 100kW超GPUクラスター向けAIデータセンター設計
の青写真公開、液冷が不可欠な時代へ突入

概要

100kWを超えるGPUクラスターをサポートするためのAIデータセンター設計の青写真
が公開され、従来のデータセンターの前提がもはや通用しないことが強調された。
NVIDIA GB300クラスの導入によりラック密度が100kWを超え、液冷、特に液冷市場の

約80%を占めるコールドプレート技術が不可欠である。この設計シフトは、電源調
整、排熱、冷却および電気システムのためのグレー空間の割り当てにおいて大幅な調
整を要求する。これにより、AIの計算需要に対応可能な次世代データセンターの構築

が加速する。

公開日 2026年08月18日  Soeteck  アメリカ



詳細

主要成果

AIデータセンターの設計において、NVIDIA GB300クラスのような超高密度GPUクラスタ
ー（1ラックあたり100kW超）に対応するための具体的な青写真が公開されました。こ
の設計は、従来のデータセンターの前提がAI時代には通用しないことを明確に示してお
り、特に液体冷却技術が不可欠な基盤として位置づけられています。現在、液冷市場の
約80%を占めるコールドプレート技術が中心的な役割を果たしており、これに伴い電力
調整、排熱、冷却システムおよび電気システムのための「グレー空間」の割り当てにお
いて大幅な見直しが求められています。この動きは、次世代AI計算需要に対応するデー
タセンター構築の指針となります。

技術・臨床詳細

AIデータセンターの設計では、以下の主要な技術的課題とソリューションが提示されて
います。

超高密度電力供給: 100kWを超えるラック密度をサポートするためには、従来の配電
アーキテクチャでは不十分です。例えば、48Vから54Vへのバス電圧の移行や、ラッ
ク単位での高効率電源ユニットの導入が不可欠です。電力ロスを最小限に抑え、安定
した電力を供給するための設計が求められます。

液体冷却技術の必須化: 空冷では対応できないGPUの高発熱量（例えば、GB200の
GPUは数キロワットを発熱）を効率的に除去するために、コールドプレート式液冷が
広く採用されます。冷却液が直接チップに接触することで、熱伝導効率が劇的に向上
し、チップ温度を低く保つことが可能になります。冷却液の管理、漏洩対策、供給・
回収システムの設計が重要です。

排熱とグレー空間の再考: 液冷によって吸収された熱は、チラーユニットや冷却塔な
どの外部システムで処理されます。これにより、データセンター施設内の「グレー空
間」（冷却装置や電源装置などを収容する非ITスペース）の設計と配置が、効率的な
熱排出と電力供給のために最適化される必要があります。従来のデータセンターと比
較して、グレー空間の占める割合が増大する傾向にあります。

インフラのモジュール化とスケーラビリティ: 急速に進化するAIハードウェアに対応
するため、電力、冷却、ネットワークインフラのモジュール化が推進されます。これ
により、需要に応じて迅速にスケールアップ・ダウンできる柔軟なデータセンターの
構築が可能になります。



これらの技術的要素は、AIの計算ニーズに特化した新しいタイプのデータセンターを定
義しています。

背景・業界文脈

生成AIや大規模言語モデル（LLM）の台頭により、AIチップの性能は飛躍的に向上し、
それに伴う電力消費と発熱量もかつてないレベルに達しています。NVIDIA H100や
GB200のような高性能GPUは、従来のCPUベースのサーバーとは全く異なるインフラ要
件を突きつけており、従来のデータセンター設計はこれらの要求を満たすことができま
せん。このため、データセンター業界全体が、AIワークロードに最適化された新しい設
計原則と技術を緊急に模索しています。データセンターの供給不足と電力不足が叫ばれ
る中、効率的かつ持続可能なAIデータセンターの建設は、AIエコシステム全体の成長に
とって極めて重要です。

今後の展望

AIデータセンター設計の青写真が確立されたことで、今後数年間で高密度AIコンピュー
ティングに特化したデータセンターの建設が加速するでしょう。液冷技術はデータセン
ター冷却のデファクトスタンダードとなり、その性能と信頼性はさらに向上すると予測
されます。また、電力供給源の多様化、特に再生可能エネルギーや小型モジュール炉
（SMR）のような新たなソリューションとの統合も進む可能性があります。AIデータセ
ンターの最適化は、AI技術の可能性を最大限に引き出し、自動運転、ロボティクス、科
学計算、医療AIなど、様々な分野でのイノベーションを加速させる基盤となります。こ
の設計変更は、データセンターのロケーション選定、エネルギー戦略、サプライチェー
ンにも長期的な影響を与えることになります。

元記事: https://soeteck.com/en/news-and-insights/blogs/ai-data-center-design/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://soeteck.com/en/news-and-insights/blogs/ai-data-center-design/


#22 AIガバナンス戦略構築ガイド公開、EU AI Actの罰則
規定は2025年8月2日から適用開始

概要

責任あるAI導入のためのAIガバナンス戦略の構築と実装方法に関する記事が公開され
た。この戦略は倫理原則を運用上のガードレールに変換するもので、世界初の包括的
なAI法であるEU AI Actが段階的に施行されており、汎用AIモデルに関する規則と罰則

規定は2025年8月2日から適用される。効果的なガバナンスには、NIST AI RMFや
ISO/IEC 42001などの適切なフレームワークの選択、技術的強制力、人間による判断の
ためのプロセスゲート、サイバーセキュリティトレーニングが不可欠である。この早

期適用は、企業にとってAI利用の緊急な見直しを促す。

公開日 2026年08月13日  Adaptive Security  アメリカ



詳細

主要成果

AIの責任ある導入とコンプライアンスを確保するためのAIガバナンス戦略の構築および
実装に関する詳細なガイドが公開されました。この戦略は、抽象的な倫理原則を具体的
な運用上のガードレールへと変換することを目的としています。注目すべきは、世界初
の包括的なAI法であるEU AI Actが段階的に施行されており、特に汎用AIモデルに関する
規則と、違反に対する罰則規定が2025年8月2日から適用開始される点です。効果的なガ
バナンスの確立には、NIST AI RMFやISO/IEC 42001といった確立されたフレームワーク
の採用、技術的強制メカニズム、人間による判断を組み込むプロセスゲート、そして包
括的なサイバーセキュリティトレーニングが不可欠であると強調されています。この早
期の罰則適用は、企業に対してAI利用の緊急な見直しと戦略的対応を促すものです。

技術・臨床詳細

AIガバナンス戦略は、単なるポリシー文書ではなく、AIシステムのライフサイクル全体
にわたる具体的な実践と技術的コントロールを伴います。主要な要素は以下の通りで
す。

フレームワークの選択と適応: NIST AIリスク管理フレームワーク（AI RMF）や
ISO/IEC 42001（AIマネジメントシステム規格）など、国際的に認知されたフレーム
ワークを選定し、組織の特定のニーズに合わせて適応させます。これらは、AIのリス
ク評価、文書化、および継続的な監視のための構造を提供します。

技術的強制力 (Technical Enforcement): AIモデルのバイアス検出ツール、データプ
ライバシー保護技術（例：差分プライバシー）、AIシステムのセキュリティ強化ツー
ルなどを導入し、ガバナンス原則を技術的に実施します。

人間による判断とプロセスゲート: AIシステムの重要な意思決定ポイントや、予期せ
ぬ結果が生じる可能性のある箇所に、人間が介入し、判断を下すための「プロセスゲ
ート」を設けます。これにより、AIの自律性と人間の監督のバランスが確保されま
す。

継続的な監視と監査: AIシステムのパフォーマンス、安全性、倫理的側面を継続的に
監視し、定期的な監査を実施して、潜在的な問題やコンプライアンス違反を早期に特
定し対処します。



サイバーセキュリティとレジリエンス: AIモデルやデータセットに対するサイバー攻
撃からの保護、およびシステム障害発生時の迅速な回復能力を確保するための対策を
講じます。

EU AI Actの罰則規定の早期適用は、特に汎用AIモデルのプロバイダーに対し、これらの
要素を迅速に実装するよう迫っています。

背景・業界文脈

AI技術の急速な進化と普及は、ビジネスに大きな恩恵をもたらす一方で、プライバシー
侵害、アルゴリズムのバイアス、説明責任の欠如、セキュリティ脆弱性といった新たな
リスクも生み出しています。EU AI Actは、これらのリスクに対処し、AIの信頼性と安全
性を高めることを目的とした、世界で最も包括的なAI規制です。2025年8月2日という比
較的早い時期に汎用AIモデルと罰則規定が適用されることは、規制当局がこの分野のリ
スクを特に重大視していることを示しています。これにより、企業はAI技術を導入する
際、単なる効率性だけでなく、倫理的、法的、社会的な側面を深く考慮する必要性が高
まっています。

今後の展望

AIガバナンスは、今後の企業戦略において中心的な要素となるでしょう。特に、罰則規
定の早期適用は、企業が単なるコンプライアンスを超えて、AIの設計段階から「責任あ
るAI」の原則を組み込む「AI by Design」のアプローチを採用することを促します。こ
れにより、AIのサプライチェーン全体における透明性と説明責任が高まり、より持続可
能で社会的に受容されるAI技術の発展が期待されます。AIガバナンスに関する専門知識
を持つ人材の需要が高まり、ガバナンス支援ツールやコンサルティングサービスの市場
も拡大するでしょう。企業は、AIガバナンスを競争優位性構築のための投資と捉え、プ
ロアクティブな対応が求められます。

元記事: https://www.adaptivesecurity.com/blog/ai-governance-strategy

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.adaptivesecurity.com/blog/ai-governance-strategy


#23 ニューヨーク市弁護士会、AIを用いた非依頼者会話の
記録・転記・要約に関する倫理的見解発表

概要

ニューヨーク市弁護士会は、AIツールを用いた非依頼者との会話の記録、転記、要約
に関する倫理的見解（Formal Opinion 2026-2）を発表した。この意見は、弁護士に対
し、記録前にすべての関係者の同意を得ること、そして倫理的および戦術的リスクを

考慮し、デフォルトではこのようなAIの使用を避けるべきだと助言している。生成AI

の法律実務における既存の機密保持、能力、監督、誠実性、請求に関する原則を基盤
としており、弁護士業務に新たな倫理的指針を提供する。

公開日 2026年08月18日  New York City Bar Association  アメリカ



詳細

主要成果

ニューヨーク市弁護士会は、2026年8月18日に「正式意見2026-2」を発表し、弁護士が
AIツールを用いて非依頼者との会話を記録、転記、要約する際の倫理的義務について明
確な指針を示しました。この意見は、弁護士がこのようなAIツールを使用する際には、
まず会話の全参加者から事前に同意を得ることが必須であると強調しています。また、
倫理的リスク（機密保持、誤情報のリスクなど）と戦術的リスク（信頼関係の損害、訴
訟リスクなど）の両面を考慮し、原則として、デフォルトでAIによる記録・転記・要約
を行うべきではないと助言しています。これは、AI技術が法律実務に深く浸透する中
で、弁護士に求められる新たな倫理的責任を具体的に示したものです。

技術・臨床詳細

この正式意見は、AI技術の特性、特に生成AIの能力と限界を深く考慮した上で策定され
ています。生成AIツールは、自然言語処理の能力を活かして音声をテキストに変換し、
その内容を要約することができますが、その過程で誤解や不正確な情報を含むリスクも
伴います。特に、非依頼者との会話は、しばしば機密性の高い情報を含む可能性があ
り、これをAIが処理する際には以下の倫理的側面が考慮されます。

機密保持義務: AIツールが会話内容をどのように処理し、保存し、利用するかについ
て、弁護士は十分な理解と管理責任を持つ必要があります。クラウドベースのAIサー
ビスは、意図せず機密情報を漏洩させるリスクを伴う可能性があります。

能力と監督義務: 弁護士は、使用するAIツールの性能と信頼性を理解し、その出力が
正確かつ適切であることを確認する責任があります。また、下位の弁護士やスタッフ
がAIを使用する場合の監督義務も重要です。

誠実性の原則: AIが生成した要約が、元の会話のニュアンスや意図を正確に反映して
いるかを検証せずに利用することは、事実を誤認させる可能性があり、弁実誠実性の
原則に反する恐れがあります。

請求と説明責任: AIツールを利用した作業時間に対して、依頼者にどのように請求す
るかについても透明性が求められます。また、AIの誤りが生じた場合の責任の所在も
明確にする必要があります。

意見は、これらのリスクを軽減するため、技術的なセキュリティ対策と厳格な運用ポリ
シーの確立を促しています。



背景・業界文脈

AI、特に生成AIの登場は、法律業界に大きな変革をもたらしています。リサーチ、文書
作成、契約分析など、様々な業務でAIツールが導入され始めていますが、同時に、その
利用に関する倫理的、専門職的責任についての議論も活発化しています。米国では、ニ
ューヨーク州以外でも多くの州弁護士会が生成AIの利用に関するガイドラインを策定し
ており、全体として、AIを慎重に利用し、人間の監督と最終的な責任を弁護士自身が負
うべきであるという傾向が強まっています。ニューヨーク市弁護士会の意見は、その中
でも特に具体的なシナリオに焦点を当て、弁護士が直面する現実的な課題に対応しよう
とするものです。

今後の展望

この正式意見は、弁護士がAI技術を安全かつ倫理的に法律実務に統合するための重要な
一歩となります。今後、同様のガイドラインが他の専門職団体や規制機関からも発表さ
れ、AIの責任ある利用に関する社会的なコンセンサスが形成されていくと予想されま
す。弁護士は、AIツールを効果的に活用しながらも、クライアントの利益と機密保護を
最優先し、自己の専門職的義務を常に遵守するバランスの取れたアプローチを開発する
必要があります。AI技術の進化とともに、倫理的な枠組みもまた進化し続けることが求
められるでしょう。

元記事: https://www.nycbar.org/press-releases/nyc-bar-association-releases-formal-opinion-on-ethical-

use-of-ai-for-recording-transcribing-and-summarizing-non-client-conversations/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nycbar.org/press-releases/nyc-bar-association-releases-formal-opinion-on-ethical-use-of-ai-for-recording-transcribing-and-summarizing-non-client-conversations/
https://www.nycbar.org/press-releases/nyc-bar-association-releases-formal-opinion-on-ethical-use-of-ai-for-recording-transcribing-and-summarizing-non-client-conversations/


#24 Eli Lilly、Gateway Labs卒業生と感染症向けトランス
増幅RNAワクチン開発で提携

概要

Eli Lillyは、Gateway Labsの卒業生企業と提携し、感染症向けのトランス増幅RNA

（taRNA）ワクチンプラットフォームの開発を進めることを発表しました。この協業
は、Lillyが既存のmRNA技術を超え、より効率的なワクチン開発を目指す戦略の一環で

す。新しいtaRNAプラットフォームは、少量で強力な免疫応答を誘発する可能性を秘
めており、従来のワクチンアプローチと比較して製造コストの削減と迅速なスケール
アップに貢献すると期待されています。この提携は、将来のパンデミック対応能力を

強化し、感染症治療のパラダイムを大きく変革する可能性を秘めています。

公開日 2026年08月20日  Fierce Biotech  アメリカ



詳細

主要成果

Eli Lillyは、Gateway Labsの卒業生企業との戦略的提携を発表し、次世代の感染症向けト
ランス増幅RNA（taRNA）ワクチンプラットフォームの開発に乗り出します。この提携
は、Lillyのワクチンポートフォリオを強化し、革新的な技術を取り入れることで、感染
症に対する新たな防御策を提供することを目指しています。

技術・臨床詳細

taRNA技術は、従来のmRNAワクチンと比較して、標的細胞内でより大量の抗原タンパ
ク質を生成することが可能であり、これにより低い用量で高い免疫応答を誘導できる可
能性があります。このプラットフォームは、感染症の予防および治療における効率性と
柔軟性を向上させると期待されています。具体的な初期ターゲット疾患や臨床試験のフ
ェーズに関する詳細はまだ明らかにされていませんが、技術的には迅速な開発と多様な
病原体への応用が可能です。

背景・業界文脈

RNAワクチン技術は、COVID-19パンデミックにおいてその有効性と迅速な開発能力が
証明され、以来、感染症対策の最前線に位置づけられています。Lillyのこの動きは、
mRNA技術の限界を超え、より高性能なRNAプラットフォームを追求する業界全体のト
レンドと一致しています。Gateway Labsは、初期段階のバイオテック企業を支援するア
クセラレーターとして知られており、今回の提携はそのエコシステムから生まれた有望
な技術への投資を示しています。

今後の展望

このtaRNAプラットフォームが成功すれば、Lillyは感染症ワクチン市場において競争力
を大きく高めることができます。特に、緊急性の高い感染症や、既存ワクチンでは十分
な効果が得られない疾患に対するソリューションを提供する可能性があります。今後、
初期研究から前臨床、そして臨床試験へと進むにつれて、この技術の真の潜在能力が明
らかになるでしょう。業界は、この新たなRNA技術が既存のmRNAワクチン技術に対し
てどのような優位性を示すか注目しています。



元記事: https://www.fiercebiotech.com/deals

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fiercebiotech.com/deals


#25 Amgen、TScanとの5億ドル超の提携を解消も、
TScanの戦略に影響なし

概要

Amgenが免疫細胞治療薬開発に関するTScan Therapeuticsとの5億ドルを超える提携を
中止しました。しかし、TScanのCEOは、同社の主要な戦略やパイプラインの進捗には
影響がないと強調しています。この提携解消は、大規模なバイオ製薬コラボレーショ

ンにおけるリスクとダイナミクスを浮き彫りにするものです。TScanは、自己免疫疾患
やがんを標的とする独自のT細胞受容体（TCR）発見プラットフォームに引き続き注力
していく方針です。

公開日 2026年08月19日  Fierce Biotech  アメリカ



詳細

主要成果

Amgenは、TScan Therapeuticsとの間で締結していた5億ドル以上の価値を持つ免疫細胞
治療薬開発に関する提携契約を解消することを決定しました。しかし、TScanのCEOで
あるギャビン・カーター氏は、この提携解消が同社の主要な研究開発戦略や既存のパイ
プラインプログラムに実質的な影響を与えることはないと公に表明しました。

技術・臨床詳細

TScanは、がんや自己免疫疾患の治療を目的とした新規T細胞受容体（TCR）を発見・開
発するための独自のプラットフォームを保有しています。Amgenとの提携は、特に特定
の免疫細胞療法候補の開発に焦点を当てていましたが、解消に至った理由の詳細は公開
されていません。TScanは、Amgenが標的としていたプログラムとは異なる複数の自社
TCR-T細胞療法プログラムや、他の標的を探索する診断プラットフォームの開発を継続
しており、これらは提携に依存していませんでした。同社のプラットフォームは、患者
のT細胞から標的特異的なTCRを効率的に同定することで、個別化医療への貢献を目指し
ています。

背景・業界文脈

バイオ医薬品業界では、大型製薬企業と新興バイオテック企業間の提携は、研究開発の
リスクとコストを分散し、技術革新を加速するための一般的な戦略です。しかし、臨床
開発の課題、戦略的優先順位の変更、ポートフォリオの再評価などにより、提携が解消
されるケースも少なくありません。今回のAmgenによる提携解消は、大手企業がリソー
スをより集中させる傾向を反映している可能性があり、バイオテック企業にとっては多
様な資金調達源と堅牢な自社戦略を持つことの重要性を示しています。



今後の展望

TScanは、提携解消にもかかわらず、その技術プラットフォームの強力な基盤と、既に
進行中の複数の内部パイプラインプログラムにより、独立した成長を追求する自信を示
しています。同社は、自己免疫疾患およびがん領域における革新的なTCR-T細胞療法の
開発を加速するため、現在保有する資金とリソースを最大限に活用していく方針です。
投資家や市場は、Amgenという大手パートナーを失った後も、TScanがどのようにその
戦略目標を達成し、臨床的成果を生み出していくかに注目しています。

元記事: https://www.fiercebiotech.com/biotech

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fiercebiotech.com/biotech


#26 NVIDIA主導の5000億ドルプライベートエクイティ投
資、AIインフラと電力ソリューションを世界規模で加速

概要

NVIDIAは、Blackstone、BlackRock、Apolloなどの大手プライベートエクイティ企業と
提携し、AIインフラと電力ソリューションに合計5000億ドルの巨額投資を主導するこ
とを発表しました。この歴史的な資金調達は、世界のAI工場建設能力を劇的に加速さ

せることを目的としています。今回の投資は、AIモデルの訓練と運用に不可欠な膨大
な計算能力と電力供給のボトルネックを解消するための決定的な一歩となります。こ
れにより、次世代AI技術の開発と普及が飛躍的に進展すると期待されています。

公開日 2026年08月17日  Microgrid Knowledge  アメリカ



詳細

主要成果

NVIDIAは、プライベートエクイティ大手のBlackstone、BlackRock、Apolloなどを含む
投資家コンソーシアムを主導し、AIインフラストラクチャと電力ソリューションに対し
て総額5000億ドルという驚異的な規模の投資を行うことを発表しました。この画期的な
資金調達は、AI技術の訓練と展開に必要な計算能力とエネルギー供給におけるグローバ
ルなボトルネックを解消し、世界のAI工場建設能力を飛躍的に加速させることを明確な
目標としています。

技術・臨床詳細

この5000億ドルの投資は、主に高性能データセンターの建設、最先端AIチップ（GPU）
の製造能力拡大、そしてこれらのAI工場に安定した電力を供給するための革新的なエネ
ルギーソリューションの開発に充てられます。具体的には、先進的な冷却システムを備
えたAI専用データセンターの設計と構築、再生可能エネルギー源（太陽光、風力、およ
び小型モジュール炉SMRなどの次世代原子力技術）との統合、そして電力網の安定化技
術への投資が含まれます。NVIDIAのAIアクセラレーターは、大規模な言語モデル
（LLM）の訓練や複雑なAIワークロードの実行に不可欠であり、この投資はこれらのAI
チップの供給を確保し、その処理能力を最大限に引き出すためのエコシステム全体を強
化するものです。

背景・業界文脈

現在のAIブームは、その進歩を支える計算インフラと電力供給において深刻な制約に直
面しています。特に、ChatGPTのような大規模なAIモデルの訓練には、従来のデータセ
ンターでは対応しきれないほどの膨大な電力と冷却能力が必要です。このボトルネック
は、AI技術のさらなる発展と商業化を阻害する最大の要因の一つと認識されています。
NVIDIAがプライベートエクイティ投資を主導することで、単一企業では達成困難な規模
とスピードで、これらのインフラ課題を一挙に解決しようとする戦略は、業界全体に大
きな影響を与えるでしょう。



今後の展望

この巨額の投資は、AI業界の将来を形作る上で極めて重要な意味を持ちます。AIインフ
ラと電力供給のボトルネックが解消されれば、より複雑で高性能なAIモデルの開発が可
能となり、自動運転、創薬、ロボティクス、金融などの多岐にわたる産業分野でのAIの
実装が加速するでしょう。NVIDIAは、ハードウェア提供者としてだけでなく、AIエコシ
ステム全体のデベロッパーとして、その主導的地位をさらに強固なものにすると予想さ
れます。この動きは、AIが次なる産業革命を牽引する上での基盤を築くものとして、今
後数十年間の技術と経済の発展に深く影響を与えることになります。

元記事: https://www.microgridknowledge.com/data-center-microgrids/article/55398420/nvidia-leads-

500-billion-private-equity-investment-in-ai-infrastructure-and-power-solutions

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.microgridknowledge.com/data-center-microgrids/article/55398420/nvidia-leads-500-billion-private-equity-investment-in-ai-infrastructure-and-power-solutions
https://www.microgridknowledge.com/data-center-microgrids/article/55398420/nvidia-leads-500-billion-private-equity-investment-in-ai-infrastructure-and-power-solutions


#27 Broadcom、OpenAIと提携し最大10ギガワットのカ
スタムAIアクセラレーターを共同開発

概要

Broadcomは、OpenAIとの戦略的提携を発表し、最大10ギガワット（GW）の電力容量
を処理できるカスタムAIアクセラレーターを共同で開発・展開します。この合意は、
OpenAIが市販のプロセッサへの依存を減らし、AIインフラの自律性と効率を大幅に強

化することを目的としています。この提携により、AIモデルの訓練と推論における計
算能力が飛躍的に向上し、次世代AI技術の発展が加速されるでしょう。これにより、
OpenAIは独自に最適化されたハードウェアで、より大規模かつ複雑なAIワークロード

に対応可能となります。

公開日 2026年08月20日  Facebook (via news report)  アメリカ



詳細

主要成果

Broadcomは、人工知能のリーディングカンパニーであるOpenAIとの間で、戦略的な提
携を発表しました。この提携により、両社は最大10ギガワット（GW）の電力容量をサ
ポートするカスタムAIアクセラレーターの共同開発と展開を進めることになります。こ
の画期的な合意は、OpenAIが市販されている汎用プロセッサへの依存度を低減し、自
社のAIインフラストラクチャの最適化と効率性を飛躍的に向上させることを目指してい
ます。

技術・臨床詳細

共同開発されるカスタムAIアクセラレーターは、OpenAIの特定のAIモデルとワークロー
ドに特化して設計されます。これにより、計算効率が大幅に向上し、AIモデルの訓練時
間短縮と推論コスト削減が期待されます。特に、大規模言語モデル（LLM）のような複
雑なAIアプリケーションでは、汎用ハードウェアでは達成困難なレベルの性能が求めら
れます。Broadcomの半導体設計専門知識とOpenAIのAIアルゴリズムに関する深い知見
が融合することで、電力消費を最適化しつつ、計算スループットを最大化する独自のチ
ップアーキテクチャが実現されるでしょう。最大10ギガワットの電力容量への言及は、
これらのアクセラレーターが将来的に構築されるであろう巨大なAIデータセンターを駆
動する能力を持つことを示唆しています。

背景・業界文脈

AIの急速な発展は、その基盤となる計算ハードウェアに前例のない需要をもたらしてい
ます。汎用GPUは強力であるものの、特定のAIワークロードに対しては最適化の余地が
あり、電力効率やコスト面での課題が存在します。このため、GoogleのTPUやAmazon

のTrainium/Inferentiaのように、大手AI企業が独自のカスタムAIチップを開発する動きが
加速しています。OpenAIとBroadcomの提携は、このような業界トレンドを象徴するも
のであり、AIの「垂直統合」が進展していることを示しています。これにより、
OpenAIは自社の技術スタック全体をより深く制御できるようになり、競争優位性を確
立することを目指します。



今後の展望

この提携は、AIインフラストラクチャの未来に大きな影響を与える可能性があります。
カスタムAIアクセラレーターの導入により、OpenAIはより大規模で複雑なAIモデルを効
率的に開発・運用できるようになり、AI技術の革新をさらに加速させるでしょう。
Broadcomにとっては、AIチップ市場における存在感を強化し、最先端の技術を提供す
ることで新たなビジネス機会を創出します。この協業は、AIハードウェアとソフトウェ
アの融合を一層推進し、今後のAI技術の進化における重要なマイルストーンとなること
が期待されます。将来的に、カスタムAIアクセラレーターの普及が、AIサービス全体の
コストパフォーマンスを大きく改善する可能性も秘めています。

元記事: #

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#28 Twin1 AI、専門知識労働者向けAIデジタルツイン構築
で2000万ドルのシード資金調達

概要

Twin1 AIは、専門知識労働者向けのAI搭載デジタルツインを構築するため、シードラウ
ンドで2000万ドルを調達しました。この資金は、チームの拡大、市場開拓活動、およ
びコア技術開発に充当されます。同社のAIデジタルツインは、専門家のコミュニケー

ション業務を30%〜50%自動化し、生産性の劇的な向上を実現することが初期顧客に
よって報告されています。この技術は、高付加価値業務に集中できる環境を創造し、
ホワイトカラーの働き方に革新をもたらす可能性を秘めています。

公開日 2026年08月20日  Business Wire / Morningstar  アメリカ



詳細

主要成果

Twin1 AIは、専門知識労働者向けのAI搭載デジタルツインを開発するために、シード資
金調達ラウンドで2000万ドルを確保しました。この重要な資金は、同社の成長を加速さ
せ、市場でのプレゼンスを確立し、コア技術プラットフォームをさらに強化するために
使用されます。

技術・臨床詳細

Twin1 AIのデジタルツイン技術は、専門家の日々の業務、特にコミュニケーション、情
報整理、意思決定支援といった側面を自動化・最適化することを目的としています。具
体的には、電子メールの作成、会議の要約、データ分析、レポート生成など、時間のか
かる反復作業をAIが代行します。早期顧客の報告によると、このシステムを導入するこ
とで、コミュニケーション業務の30%から50%が自動化され、専門家はより創造的で戦
略的なタスクに集中できるようになっています。このデジタルツインは、自然言語処
理、機械学習、そしてエージェントベースのAI技術を組み合わせることで、ユーザーの
作業スタイルや知識ベースを学習し、個別最適化されたアシスタンスを提供します。

背景・業界文脈

近年、ホワイトカラー労働者の生産性向上は、企業にとって喫緊の課題となっていま
す。AI技術、特に大規模言語モデル（LLM）の進化により、これまで自動化が困難だっ
た知識集約型業務の効率化が可能になりつつあります。デジタルツインの概念は製造業
で先行して導入されてきましたが、Twin1 AIはこれを「人間」に応用することで、専門
知識労働者の能力を拡張し、新たな価値を創造しようとしています。この分野への2000

万ドルのシード投資は、市場がこの種のAIソリューションに大きな潜在的価値を見出し
ていることを示しています。



今後の展望

調達した2000万ドルにより、Twin1 AIは技術開発を加速し、より幅広い業界の専門家に
向けて製品を展開する計画です。チームの拡大と市場開拓への投資を通じて、同社はデ
ジタルツイン技術の採用を促進し、専門知識労働者の生産性向上における新たな標準を
確立することを目指します。将来的には、このデジタルツインが個人のキャリアパスや
企業の組織構造に与える影響は計り知れず、高付加価値業務への集中が、経済全体のイ
ノベーションと成長を牽引する可能性を秘めています。

元記事: https://www.morningstar.com/news/business-wire/20260820540841/twin1-ai-raises-20-million-

seed-round-co-led-by-bessemer-venture-partners-tribeca-venture-partners-and-aramco-ventures-to-

build-digital-ai-twins-for-professional-knowledge-workers

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.morningstar.com/news/business-wire/20260820540841/twin1-ai-raises-20-million-seed-round-co-led-by-bessemer-venture-partners-tribeca-venture-partners-and-aramco-ventures-to-build-digital-ai-twins-for-professional-knowledge-workers
https://www.morningstar.com/news/business-wire/20260820540841/twin1-ai-raises-20-million-seed-round-co-led-by-bessemer-venture-partners-tribeca-venture-partners-and-aramco-ventures-to-build-digital-ai-twins-for-professional-knowledge-workers
https://www.morningstar.com/news/business-wire/20260820540841/twin1-ai-raises-20-million-seed-round-co-led-by-bessemer-venture-partners-tribeca-venture-partners-and-aramco-ventures-to-build-digital-ai-twins-for-professional-knowledge-workers


#29 Wingspire Equipment Finance、AI高性能コンピュー
ティングインフラ向けに1億4000万ドルを融資

概要

Wingspire Equipment Financeは、AIラボや企業にGPUクラウドコンピューティング能
力を提供するプライベートエクイティ支援企業に対し、1億4000万ドルの設備資金を
提供しました。この資金は、AIワークロード向け高性能クラウドプラットフォームの

継続的な拡張を支援するために充当されます。これにより、AI開発に必要な計算リソ
ースへのアクセスが拡大し、イノベーションの加速が期待されます。今回の融資は、
AIインフラ市場における設備投資の活発化を反映するものです。

公開日 2026年08月20日  Business Wire  アメリカ



詳細

主要成果

Wingspire Equipment Financeは、AIラボや企業向けにGPUクラウドコンピューティング
能力を提供するプライベートエクイティ支援企業に対し、1億4000万ドルの設備資金を
提供しました。この大規模な融資は、AIワークロードを処理するための高性能クラウド
プラットフォームの継続的な拡張を支援することを目的としています。

技術・臨床詳細

AIモデルの訓練や推論には、NVIDIA製GPUなどの高性能な計算リソースが不可欠です。
Wingspireからの資金は、主にこれらの高性能GPUサーバー、ネットワーク機器、スト
レージソリューションといった最先端のAIコンピューティングインフラの購入に充てら
れると見られます。これにより、プライベートエクイティ支援企業は、急速に高まるAI

計算需要に対応できるよう、クラウドプラットフォームの規模を拡大し、より多くの顧
客にサービスを提供することが可能になります。最新のAIモデルは、数兆のパラメータ
を持つことも珍しくなく、これを効率的に実行するためには、高度に並列化された計算
能力が求められます。

背景・業界文脈

AIの急速な進化と普及に伴い、AIモデルの開発・運用に必要な計算資源への需要は爆発
的に増加しています。特にスタートアップや中小企業にとって、高額なAIインフラを自
社で構築することは大きな障壁となるため、クラウドベースのGPUコンピューティング
サービスが重要な役割を果たしています。今回の融資は、このようなAIインフラプロバ
イダーへの投資が活発化していることを示すものであり、AIエコシステム全体の成長を
支える基盤となります。設備金融は、企業の投資を促進し、新たな技術の導入を後押し
する上で不可欠な要素です。



今後の展望

1億4000万ドルの資金提供は、高性能AIコンピューティングインフラの提供能力を大幅
に拡大し、より多くの研究者や企業が革新的なAIアプリケーションを開発することを可
能にするでしょう。これにより、AI分野全体のイノベーションが加速され、自動運転、
創薬、ロボティクス、金融など、さまざまな産業でのAI技術の実装が促進されると予想
されます。Wingspire Equipment Financeのこの動きは、AIが次世代の経済成長を牽引す
る中核技術であるという認識の高まりを反映しており、今後のAIインフラ投資の動向を
注視する必要があるでしょう。

元記事: https://www.businesswire.com/newsroom/subject/funding

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.businesswire.com/newsroom/subject/funding


#30 OpenAI、SB Energy、NVIDIAと提携しオハイオ州で
8ギガワットのAI計算インフラを確保

概要

OpenAIは、SB Energy、NVIDIA、および米国エネルギー省と提携し、オハイオ州パイ
ク郡にあるPORTS-Pikeテクノロジーキャンパスで約8ギガワット（GW）のIT容量を確
保する契約を締結しました。この画期的な合意には、NVIDIA AI計算インフラを排他的

にホストするデータセンターの建設計画が含まれており、数千の雇用を創出すること
が期待されています。この大規模なインフラ投資は、OpenAIのAIモデル訓練能力を飛
躍的に向上させ、次世代AI技術の開発を加速するための基盤となります。これによ

り、米国のAI競争力強化と地域経済への貢献が見込まれます。

公開日 2026年08月17日  OpenAI official announcement  アメリカ



詳細

主要成果

OpenAIは、SB Energy、NVIDIA、および米国エネルギー省との間で、オハイオ州パイク
郡のPORTS-Pikeテクノロジーキャンパスにおいて、約8ギガワット（GW）という途方
もない規模のIT計算容量を確保するための画期的な契約を締結しました。この戦略的提
携は、AIの未来を形作る上で不可欠な、大規模かつ持続可能な計算インフラの構築に向
けた重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

この合意の核となるのは、PORTS-Pikeキャンパス内にNVIDIAの最先端AI計算インフラ
を排他的にホストする、複数棟からなるデータセンター群の建設計画です。8ギガワッ
トという電力容量は、現在世界に存在する大規模データセンターの合計を優に超える規
模であり、次世代の超大規模AIモデルの訓練と運用に必要な計算資源を供給します。デ
ータセンターは、高効率な冷却システム、再生可能エネルギー源との接続、そして既存
の電力網への影響を最小限に抑えるための高度なエネルギー管理技術を備える予定で
す。NVIDIAのAIアクセラレーターは、複雑なAIワークロードの高速化に不可欠であり、
この排他的ホスティングはOpenAIがその技術を最大限に活用できる環境を保証しま
す。

背景・業界文脈

AIモデルの規模と複雑さが増すにつれて、その訓練と運用に必要な電力と計算能力は指
数関数的に増加しています。これは「AIの電力ボトルネック」として知られ、AI技術の
さらなる発展における最大の課題の一つとなっています。米国政府は、国内でのAIイン
フラの整備を国家安全保障と経済競争力の観点から重視しており、米国エネルギー省の
関与はこの戦略的意義を強調しています。PORTS-Pikeサイトは、かつてウラン濃縮施設
があった広大な土地であり、既存のインフラを活用しつつ、持続可能な大規模AIインフ
ラを構築する理想的な場所とされています。



今後の展望

この8ギガワットのAI計算インフラの確保は、OpenAIが次世代のAIモデルを開発し、そ
の能力を大幅に拡張するための決定的な基盤となります。これにより、より高度な汎用
人工知能（AGI）の実現に向けた研究が加速されるだけでなく、自動運転、創薬、気候
変動モデリングなど、社会全体に恩恵をもたらすAIアプリケーションの開発も促進され
るでしょう。さらに、データセンターの建設および運営は、オハイオ州パイク郡に数千
人規模の雇用を創出し、地域経済に多大な貢献をすることが見込まれています。このプ
ロジェクトは、AI時代における国家レベルの戦略的投資のモデルケースとなる可能性が
あります。

元記事: https://openai.com/index/openai-joins-ports-pike-project/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://openai.com/index/openai-joins-ports-pike-project/


#31 Partners Group、英国AVKに10億ドル超を投資し、
AIデータセンターの電力インフラを強化

概要

グローバルなプライベートマーケット投資運用会社であるPartners Groupは、英国の電
力ソリューションプロバイダーであるAVKに10億ドル以上の大規模な投資を実施しま
した。この投資は、AIデータセンターやその他のオペレーター向けにオンサイトエネ

ルギーインフラの拡張を支援することを目的としています。AVKにとって初の外部資
金調達となるこの資金は、Energy-as-a-Service（EaaS）モデルの下でのマイクログリ
ッド開発と運用を推進し、AIに必要な安定した電力供給を確保する上で極めて重要で

す。この動きは、AIによるデータセンター電力需要の急増に対応するための戦略的な
投資を示しています。

公開日 2026年08月13日  Digitalisation World  イギリス



詳細

主要成果

グローバルなプライベートマーケット投資運用会社Partners Groupは、英国を拠点とす
る電力ソリューションプロバイダーAVKに対し、10億ドルを超える巨額の投資を実行し
ました。この戦略的な資金注入は、特にAIデータセンターおよびその他の電力需要の高
いオペレーター向けに、オンサイトエネルギーインフラの能力を大幅に拡張することを
目的としています。

技術・臨床詳細

AVKは、データセンター向けの高度な電力供給およびバックアップソリューションを専
門としており、無停電電源装置（UPS）、発電機、コジェネレーションシステムなどを
提供しています。今回の10億ドル超の投資により、AVKはEnergy-as-a-Service（EaaS）
モデルに基づいたマイクログリッドの開発と運用を加速させることが可能となります。
このEaaSモデルでは、顧客はインフラを所有することなく、必要な電力サービスを利用
でき、初期投資や運用負荷を軽減できます。マイクログリッドは、再生可能エネルギー
源（太陽光、風力）と既存の電力網を組み合わせ、バッテリー貯蔵や高度な制御システ
ムを統合することで、AIデータセンターに求められる極めて高い電力安定性とレジリエ
ンスを提供します。AIワークロードはピーク時の電力消費が非常に大きく、このような
オンサイト・オフグリッドのソリューションは、安定供給とコスト効率の両面で不可欠
です。

背景・業界文脈

AIの急速な普及は、データセンターの電力消費量を劇的に増加させ、既存の電力インフ
ラに大きな負荷をかけています。特に、大規模なAIモデルの訓練や運用には、従来のIT

負荷をはるかに超える電力が要求され、データセンターのロケーション選定や設計にお
いて、電力供給の安定性が最優先事項となっています。AVKにとって初の外部資金調達
となる今回のPartners Groupからの投資は、データセンター業界が直面するこのエネル
ギー課題に対する直接的な対応であり、分散型エネルギーソリューションの重要性が高
まっていることを示唆しています。



今後の展望

Partners Groupからの10億ドル超の投資は、AVKが英国およびその先でAIデータセンタ
ーの電力ニーズを満たすための能力を飛躍的に向上させるでしょう。EaaSモデルとマイ
クログリッド技術の展開は、データセンターオペレーターがより迅速かつ効率的にAIイ
ンフラを拡張することを可能にし、AI技術のさらなる発展を支援します。この動きは、
今後のデータセンター設計における電力効率、持続可能性、およびグリッドへの依存度
低減というトレンドを強化するものであり、AI時代のエネルギー戦略の重要な一例とな
るでしょう。AVKは、この投資を活かして、エネルギーソリューション市場におけるリ
ーダーシップを確固たるものにすることが期待されます。

元記事: https://datacentre.solutions/news/23324-partners-group-invests-over-1bn-in-avk-to-power-ai-

data-centres

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://datacentre.solutions/news/23324-partners-group-invests-over-1bn-in-avk-to-power-ai-data-centres
https://datacentre.solutions/news/23324-partners-group-invests-over-1bn-in-avk-to-power-ai-data-centres


#32 Velaura AI、超低電力AIコンピューティング技術で1
億1000万ドルのシリーズA資金調達、評価額10億ドル超に

概要

Velaura AIは、AIデータセンター、ロボティクス、ドローン向け超低電力コンピューテ
ィング技術の商業化を目指し、シリーズAラウンドで1億1000万ドルを調達し、評価額
は10億ドルを超えました。同社の「Titan Core」技術は、ワットあたりAIアクセラレー

ター性能を2～4倍向上させることを目指しており、これによりデータセンターの電力
消費を大幅に削減します。この資金調達は、AIのエネルギー効率を劇的に改善し、持
続可能なAIインフラを構築するための重要なブレークスルーを示唆しています。次世

代AIアプリケーションの普及を加速させる上で、極めて重要な技術革新です。

公開日 2026年08月18日  Pulse 2.0 / Morningstar  アメリカ



詳細

主要成果

Velaura AIは、AIデータセンター、ロボティクス、ドローンといった電力制約のある環
境向けに開発された超低電力AIコンピューティング技術の商業化を加速するため、シリ
ーズA資金調達ラウンドで1億1000万ドルを確保し、企業評価額は10億ドルを超えるユ
ニコーン企業となりました。この資金調達は、同社独自の「Titan Core」技術の潜在能
力に対する市場の強い信頼を反映しています。

技術・臨床詳細

Velaura AIの核となる「Titan Core」技術は、AIアクセラレーターのワットあたり性能を
既存ソリューションと比較して2～4倍向上させることを目標としています。これは、高
度なチップアーキテクチャ設計と革新的な電力管理技術の組み合わせにより達成されま
す。具体的には、AI推論タスクにおいて、同等の性能をより少ない電力で実現するか、
同等の電力で大幅に高い性能を発揮することが可能です。この超低電力特性は、AIデー
タセンターの運用コスト削減と環境負荷低減に大きく貢献するだけでなく、バッテリー
駆動のロボット、自律走行ドローン、エッジAIデバイスなど、厳格な電力バジェットが
求められるアプリケーション領域でのAIの普及を加速させます。Titan Coreは、ニュー
ラルネットワークの演算を最適化し、データ移動量を最小限に抑えることで、電力効率
を最大化します。

背景・業界文脈

AIの急速な発展は、データセンターの電力消費の爆発的な増加という課題を伴っていま
す。大規模なAIモデルの訓練と推論には膨大な計算資源が必要であり、これが環境への
影響と運用コストを増大させています。持続可能なAIの実現には、エネルギー効率の高
いハードウェアが不可欠であり、Velaura AIのような超低電力コンピューティング技術
は、この喫緊の課題に対する画期的な解決策として注目されています。シリコンバレー
をはじめとする世界のテック業界は、AIチップの性能向上だけでなく、電力効率の改善
を重要な競争軸と捉えています。



今後の展望

1億1000万ドルのシリーズA資金調達により、Velaura AIはTitan Core技術の量産体制を
確立し、主要なAIインフラプロバイダー、ロボティクス企業、ドローンメーカーとのパ
ートナーシップを拡大する計画です。この超低電力AIコンピューティング技術は、AIの
普及における主要な障壁の一つであるエネルギー消費量を劇的に削減することで、AIを
よりアクセスしやすく、持続可能なものに変革する潜在力を秘めています。今後数年間
で、Velaura AIの技術が、AIデータセンターの設計標準やエッジAIデバイスの性能限界
をどのように再定義していくかに、業界全体が大きな期待を寄せています。

元記事: https://pulse2.com/velaura-ai-raises-110-million-series-a-at-1-billion-valuation-as-titan-core-

targets-2-4x-better-ai-performance-per-watt/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pulse2.com/velaura-ai-raises-110-million-series-a-at-1-billion-valuation-as-titan-core-targets-2-4x-better-ai-performance-per-watt/
https://pulse2.com/velaura-ai-raises-110-million-series-a-at-1-billion-valuation-as-titan-core-targets-2-4x-better-ai-performance-per-watt/


#33 Rundoo、独立系サプライストア向けAIプラットフォ
ームでシリーズB含む総額4800万ドルを調達

概要

Rundooは、独立系サプライストア向けのAIファーストプラットフォームをさらに発展
させるため、シリーズB資金調達で3000万ドルを含む総額4800万ドルの資金を確保し
ました。このプラットフォームは、POS、Eコマース、CRM、AIエージェントなどの統

合ツールを提供し、小売業者の売上向上とコスト削減を支援します。今回の資金調達
は、中小規模のサプライストアがデジタル化とAIを活用して大手小売業者と競争する
ための強力なソリューションへの投資拡大を示しています。Rundooは、AIによる在庫

管理、顧客サービス、マーケティングの最適化を通じて、小売業界の効率性を再定義
することを目指しています。

公開日 2026年08月19日  Business Wire  アメリカ



詳細

主要成果

Rundooは、独立系サプライストア向けに特化したAIファーストのプラットフォームを
強化するため、シリーズBラウンドで3000万ドルを調達し、これまでの総資金調達額を
4800万ドルとしました。この投資は、中小規模の小売業者に最先端のデジタルツールと
AI機能を提供し、競争力を高めることを目的としています。

技術・臨床詳細

Rundooのプラットフォームは、独立系サプライストアの運営に必要な複数の機能を統
合しています。具体的には、高機能なPOS（販売時点管理）システム、Eコマース機
能、顧客関係管理（CRM）ツール、そしてAIエージェントが含まれます。AIエージェン
トは、在庫管理の最適化（需要予測、自動発注）、顧客対応の自動化（チャットボット
による質問応答、パーソナライズされた推奨）、価格設定の最適化、マーケティングキ
ャンペーンの効率化など、多岐にわたる業務を支援します。これにより、小売業者は手
作業による負担を軽減し、データの洞察に基づいた意思決定を行うことで、売上を最大
化し、運営コストを最小限に抑えることができます。AIの活用により、過去の販売デー
タや市場トレンドを分析し、より正確な予測と効率的な業務フローを実現します。

背景・業界文脈

独立系のサプライストアは、大手小売チェーンやオンラインメガストアとの競争に常に
直面しています。リソースの制約がある中で、最新の技術を活用することは、生き残り
と成長のために不可欠です。RundooのようなAIファーストのプラットフォームは、こ
れまで大企業のみが享受できたような高度なツールを、中小規模の事業者が手頃なコス
トで利用できるようにすることで、市場の競争環境を平準化する可能性を秘めていま
す。投資家は、小売業界におけるデジタル変革の大きな潜在力と、AIがもたらす効率化
の価値を認識し、Rundooへの投資を決定しました。



今後の展望

4800万ドルの資金調達により、Rundooは製品開発を加速し、市場拡大戦略を積極的に
推進することができます。同社は、さらに多くの独立系サプライストアにサービスを導
入し、AIプラットフォームの機能を継続的に改善していく計画です。将来的には、
Rundooの技術が、小売業界における労働力不足の解消、顧客体験の向上、そして持続
可能なビジネスモデルの確立に貢献することが期待されます。このプラットフォームが
成功すれば、中小規模の小売業者がデジタル時代において繁栄するための新たな標準を
打ち立てる可能性があるでしょう。

元記事: https://www.businesswire.com/news/home/20260819537737/en/Rundoo-the-AI-First-Platform-
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